
情
報
と
は
、
様
々
な
媒
体
を
通
し
て
得

ら
れ
る
、
判
断
や
行
動
に
必
要
な
知
ら

せ
、
知
識
で
あ
る
。
活
字
に
よ
る
紙
媒
体

は
じ
め
、
ラ
ジ
オ
や
Ｔ
Ｖ
で
音
声
や
画

像
、
動
画
で
も
伝
え
ら
れ
る
。
パ
ソ

コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
世
界
の
動
き
が

瞬
時
に
得
ら
れ
る
時
代
だ
。
道
の
駅

は
「
休
憩
機
能
」
、
道
路
利
用
者
や

地
域
の
人
々
へ
の
「
情
報
発
信
機

能
」
、
地
域
づ
く
り
の
核
を
目
指
す

「
地
域
連
携
機
能
」
の
３
つ
を
持
つ

施
設
と
し
て
９３
年
春
、
全
国
１
０
３

カ
所
で
ス
タ
ー
ト
。
今
は
９
０
０
駅

に
増
え
、
道
路
利
用
者
に
は
欠
か
せ

な
い
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
成
長
し
た
。

３
つ
の
機
能
の
中
で
情
報
機
能
が
や

や
手
薄
だ
。
道
の
駅
の
「
情
報
発
信

機
能
」
を
検
証
し
、
将
来
像
を
探
り

た
い
。

道
の
駅
は
休
憩
機
能
の
ほ
か
、
沿

道
地
域
の
文
化
、
歴
史
、
名
所
、
特

産
物
な
ど
の
情
報
を
活
用
し
、
個
性

豊
か
な
「
に
ぎ
わ
い
の
場
」
と
し
て

地
域
の
核
と
な
り
、
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
や
道
を
介
し
た
地
域
連
携
を

促
進
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
た
。

休
憩
機
能
は
、
ど
こ
の
道
の
駅
も

ト
イ
レ
が
清
潔
に
整
備
さ
れ
た
り
、

温
浴
施
設
が
あ
っ
た
り
と
充
実
。
地

域
連
携
も
、
地
産
地
消
ブ
ー
ム
で
地

域
の
物
産
販
売
の
隆
盛
を
呼
ぶ
な

ど
、
か
な
り
の
成
果
を
上
げ
て
い

る
。「

情
報
発
信
機
能
」
は
ど
う
か
。

道
の
駅
に
行
け
ば
観
光
情
報
や
道
路
情

報
、
地
域
文
化
な
ど
の
情
報
も
パ
ン
フ
や

情
報
誌
が
入
手
で
き
、
地
域
の
情
報
に
触

れ
ら
れ
る
。

本
紙
に
は
、
道
路
利
用
者
の
投
稿
や
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
が
多
数
寄
せ
ら
れ

る
。
だ
が
、読
者
の
声
は
、道
の
駅
に
よ
っ

て
情
報
量
が
少
な
く
、
物
販
優
先
だ
っ
た

り
、
古
い
情
報
が
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
り
と

差
が
大
き
い
、な
ど
の
現
状
を
指
摘
す
る
。

道
の
駅
の
情
報
発
信
機
能
の
充
実
が
切

実
だ
っ
た
の
は「
災
害
時
情
報
」で
あ
る
。

道
の
駅
が
「
防
災
拠
点
」
と
し
て
機
能
す

る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
は
５
年
前
、
中
越

地
震
の
時
だ
。
そ
の
後
、能
登
半
島
、玄
海

沖
、中
越
沖
、岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
な
ど

で
、
道
の
駅
が
避
難
所
に
な
っ
た
り
、
復

旧
拠
点
に
な
る
な
ど
注
目
さ
れ
た
。

し
か
し
、
情
報
機
能
が
十
分
発
揮

さ
れ
た
、
と
は
必
ず
し
も
言
え
な

い
。
情
報
端
末
の
整
備
や
情
報
管
理

が
万
全
で
は
な
い
か
ら
だ
。

中
越
地
震
で
被
災
し
な
が
ら
避
難

所
に
も
な
っ
た
道
の
駅
「
ち
ぢ
み
の

里
お
ぢ
や
」（
新
潟
県
小
千
谷
市
）
の

駅
長
は
「
折
角
の
情
報
端
末
も
停
電

で
使
え
ず
、
携
帯
も
通
話
の
殺
到
で

ほ
と
ん
ど
繋
が
ら
な
か
っ
た
」
と
証

言
す
る
。
情
報
を
得
る
だ
け
で
な

く
、
安
否
を
家
族
に
伝
え
る「
発
信
」

も
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
実
体
験
が

貴
重
だ
。

ネ
ッ
ト
社
会
に
対
応
し
た
情
報
発

信
機
能
。
道
の
駅
で
も
模
索
が
始
ま

っ
て
い
る
。
奈
良
県
は
本
年
ま
ず
手

始
め
に
、
宇
陀
地
域
の
道
の
駅
３
駅

（
大
宇
陀
、
室
生
、
御
杖
）
、
針
Ｔ

・
Ｒ
・
Ｓ
、
大
淀
ｉ
セ
ン
タ
ー
の
５

駅
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目

指
す
。
観
光
客
誘
引
の
た
め
、
ま
ず

は
観
光
情
報
や
道
路
情
報
を
充
実
し

た
い
と
の
思
い
だ
。

Ｔ
Ｖ
の
地
デ
ジ
移
行
の
目
的
の
一

つ
は
、
視
聴
者
も
参
加
で
き
る
双
方

向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現

だ
。
情
報
発
信
機
能
は
、
必
要
な
情

報
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
発
信

で
き
る
こ
と
に
も
あ
る
。
将
来
の
情

報
機
能
の
進
化
を
見
据
え
、
災
害
時

の
情
報
発
信
の
重
要
性
を
体
現
す
る
「
ち

ぢ
み
の
里
お
ぢ
や
」
を
訪
ね
、
情
報
機
能

の
あ
り
方
を
改
め
て
考
え
た
。

その時 検証真っ只中

「道の駅検定」今秋に本格始動へ

全
国
９
０
０
「
情
報
発
信
」拠
点
に

新潟県小千谷市
道の駅「ちぢみの里」

特集 道の駅の「情報発信機能」を検証する

「環境に取り組むー輝く人たちー」

自然災害を思考する①

「緑の募金箱」広がる

特集「お勧めカレー１５選」

「国土学事始め」なるほどブリッジ

話題の道の駅

農林漁家民宿 おかあさん１００選

読者の声 おもしろ万葉集
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関
越
自
動
車
道
を
小
千
谷

Ｉ
Ｃ
で
降
り
市
内
に
入
る
と

「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
２
０

０
９
」
の
の
ぼ
り
が
あ
ち
こ

ち
に
は
た
め
く
。
大
地
震
か

ら
５
年
近
く
経
ち
、
の
ど
か

な
た
た
ず
ま
い
だ
。
国
道
１７

号
に
出
る
と
直
ぐ
に
道
の
駅

「
ち
ぢ
み
の
里
お
ぢ
や
」
。
昨

春
、
指
定
管
理
者
制
度
で
運

営
を
民
間
委
託
し
た
が
、
小

千
谷
市
地
域
間
交
流
セ
ン
タ

ー
と
い
う
市
の
施
設
だ
。

正
面
玄
関
向
か
っ
て
右
側

が
ご
自
慢
の
天
然
温
泉
。
棟

続
き
の
左
側
が
国
交
省
長
岡

国
道
工
事
事
務
所
直
轄
の
小

千
谷
道
路
情
報
タ
ー
ミ
ナ
ル

だ
。
温
泉
は
か
な
り
利
用
客

が
い
た
が
、
情
報
タ
ー
ミ
ナ

ル
は
閑
散
と
し
て
い
た
。

大
き
な
情
報
パ
ネ
ル
が
あ

り
、
県
内
の
道
路
情
報
や
気

象
、
気
温
、
風
速
な
ど
が
刻

々
と
表
示
さ
れ
る
。
隣
に
は

４
台
の
モ
ニ
タ
ー
画
面
。
各

地
に
設
置
し
て
い
る
自
動
カ

メ
ラ
か
ら
道
路
の
映
像
が
、

ポ
イ
ン
ト
を
切
り
替
え
な
が

ら
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
下
に
は
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
式
の
情
報
端
末
。
気
象
や

観
光
地
、
道
路
情
報
、
行
政

機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

へ
ア
ク
セ
ス
出
来
る
。

試
し
に
端
末
を
操
作
し
て

み
た
。
不
慣
れ
な
せ
い
だ
ろ

う
。
正
確
に
ポ
イ
ン
ト
に
タ

ッ
チ
出
来
ず
、
正
直
言
っ
て

か
な
り
操
作
し
に

く
い
。
す
ぐ
エ
ラ

ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

出
た
り
で
、
な
か

な
か
目
指
す
情
報

に
た
ど
り
着
け
な

い
。
お
年
寄
り
に

は
難
し
く
、
利
用

者
も
少
な
い
だ
ろ

う
と
い
う
の
が
率

直
な
感
想
だ
。

も
っ
と
驚
い
た

こ
と
が
あ
る
。「
新

着
情
報
」
と
い
う

項
目
が
あ
っ
た
の

で
タ
ッ
チ
し
て
み

る
と
、
な
ん
と
０８

年
７
月
２３
日
の
情

報
だ
。
ほ
ぼ
１
年

前
か
ら
更
新
し
て

い
な
い
の
だ
ろ
う

か
。９７

年
（
平
成
８
）
開
業
当

初
か
ら
駅
長
の
滝
沢
さ
ん
に

話
し
を
聞
い
た
。
高
校
時
代

に
新
潟
地
震
も
経
験
し
た
。

揺
れ
は
新
潟
地
震
が
強
か
っ

た
気
が
す
る
が
、
恐
怖
は
中

越
地
震
が
大
き

い
。
震
度
５
～
６

の
強
い
余
震
が
２

時
間
の
う
ち
に
１０

回
も
あ
っ
た
か
ら

だ
、
と
い
う
。

入
浴
中
の
客
の

話
で
は
、
ド
ー
ン

と
強
烈
な
縦
揺
れ

で
浴
槽
の
湯
が
持

ち
上
が
り
、
直
後

の
大
き
な
横
揺
れ

で
、
持
ち
上
が
っ

た
湯
が
浴
槽
に
戻

ら
ず
湯
殿
に
落
ち

た
と
い
う
す
さ
ま

じ
さ
だ
。

「
お
客
さ
ん
は

と
に
か
く
情
報
を

欲
し
が
っ
た
。
圧

倒
的
に
多
か
っ
た

の
は
道
路
情
報
と
安
否
情
報

の
２
つ
」
と
滝
沢
さ
ん
。
誰

も
が
「
ど
の
道
が
通
れ
る

か
」
「
い
つ
家
に
帰
れ
る

か
」
と
、
道
路
状
況
や
復
旧

見
通
し
を
知
り
た
が
っ
た
。

同
時
に
安
否
の
確
認
だ
。「
家

族
は
安
全
か
」
「
家
は
大
丈

夫
か
」
を
気
遣
う
。
自
分
が

安
全
で
い
る
こ
と
も
早
く
伝

え
た
い
。
だ
が
、
情
報
は
入

手
も
、
発
信
も
満
足
に
出
来

な
か
っ
た
。

最
大
の
理
由
は
停
電
。
折

角
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
も
停
電

で
は
使
え
な
い
。
非
常
灯
は

灯
っ
た
が
１
～
２
時
間
し
か

も
た
な
い
。
カ
ー
ラ
ジ
オ
だ

け
が
頼
り
だ
っ
た
。

携
帯
も
意
外
に
役
立
た
な

か
っ
た
。
停
電
の
影
響
こ
そ

な
い
が
、
誰
も
が
一
斉
に
通

話
し
た
た
め
回
線
が
パ
ン
ク

状
態
で
、
ほ
と
ん
ど
繋
が
ら

な
か
っ
た
。
加
え
て
電
池
切

れ
。
充
電
で
き
な
い
の
で
、

直
ぐ
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
当
た
り
前
だ
が
経
験

し
な
い
と
気
付
か
な
い
。

館
内
に
１
台
あ
っ
た
固
定

電
話
だ
け
が
奇
跡
的
に
生
き

て
い
た
が
、
客
と
職
員
合
わ

せ
て
２
５
０
人
近
い
避
難
者

が
い
る
の
で
大
混
雑
だ
。

職
員
は
手
分
け
し
て
付
近

を
歩
い
て
状
況
を
調
べ
た
。

懐
中
電
灯
し
か
な
い
が
月
明

か
り
が
結
構
明
る
か
っ
た
。

道
路
の
寸
断
や
橋
の
亀
裂
な

ど
、
分
か
る
範
囲
の
情
報
を

口
コ
ミ
で
伝
え
、
紙
に
書
い

て
掲
示
し
た
。

滝
沢
さ
ん
は
、
市
役
所
ま

で
行
け
ば
情
報
が
得
ら
れ
る

は
ず
と
、
地
割
れ
し
た
夜
道

を
１
時
間
近
く
か
け
て
市
役

所
ま
で
歩
き
、
情
報
を
集
め

て
道
の
駅
に
戻
っ
た
。

国
は
０７
年
春
、
駐
車
場
に

自
家
発
電
装
置
と
防
災
備
蓄

倉
庫
を
設
置
し
、
仮
設
ト
イ

レ
も
８
基
を
常
備
し
た
。
市

も
道
の
駅
を
広
域
避
難
場
所

に
指
定
し
、
倉
庫
に
毛
布
な

ど
物
資
を
備
蓄
、
災
害
へ
の

備
え
を
充
実
し
た
。「
自
家
発

電
装
置
は
あ
り
が
た
い
が
使

う
こ
と
が
な
い
よ
う
祈
る
。

２
度
と
あ
ん
な
体
験
は
し
た

く
な
い
」
と
滝
沢
さ
ん
。

「
お
客
さ
ん
が
求
め
た
の
は
何
よ
り
も
情
報
で
し

た
」
｜
｜
。
新
潟
県
小
千
谷
市
の
道
の
駅
「
ち
ぢ
み
の

里
お
ぢ
や
」
の
駅
長
、
滝
沢
功
さ
ん
（
６０
）
は
、
開
口

一
番
こ
う
述
懐
し
た
。
忘
れ
も
し
な
い
０４
年
１０
月
２３

日
。
広
間
の
宴
会
の
仕
度
も
整
っ
た
午
後
６
時
直
前
、

震
度
６
強
の
激
し
い
揺
れ
が
襲
っ
た
中
越
地
震
で
あ

る
。
道
の
駅
の
情
報
発
信
機
能
が
最
も
問
わ
れ
る
の
は

災
害
時
情
報
だ
。
当
時
の
状
況
を
検
証
し
よ
う
と
、
震

源
地
に
近
い
「
ち
ぢ
み
の
里
」
を
訪
ね
た
。

帰
路
、
震
源
の
町
・
越
後

川
口
の
道
の
駅
「
あ
ぐ
り
の

里
」
に
寄
っ
た
。
標
語
が
、

正
面
入
り
口
の
上
部
に
掲
げ

て
あ
る
。
「
元
気
出
せ

力

を
合
わ
せ
て
復
興
だ
」。

玄
関
前
に
は
大
き
な
パ
ネ

ル
掲
示
板
。
「
越
後
か
わ
ぐ

ち
震
央
街
道
」
と
あ
る
。
震

源
地
を
示
す
地
図
を
挟
ん

で
、
左
右
に
復
興
に
取
り
組

む
作
業
風
景
な
ど
写
真
を
配

置
。
震
央
街
道
と
は
よ
く
も

名
づ
け
た
も
の
だ
が
、
よ
く

見
る
と
震
央
付
近
の
山
間
部

に
「
自
力
復
興
の
道
」
と
い

う
の
も
あ
る
。

駅
は
、
開
業
５
周
年
の
イ

ベ
ン
ト
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

ダ
メ
ー
ジ
か
ら
早
々
と
立
ち

上
が
っ
た
越
後
の
た
く
ま
し

さ
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

本
紙
に
寄
せ
ら
れ
た
情
報

機
能
に
関
す
る
声
を
い
く
つ

か
紹
介
す
る
。
ど
れ
も
示
唆

に
富
ん
で
い
る
。

▽
防
災
情
報
発
信
基
地
と
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
を

置
く
な
ど
整
備
を
。
（
滋
賀

・
男
性
３７
歳
・
会
社
員
）

▽
物
販
ス
ペ
ー
ス
で
情
報
コ

ー
ナ
ー
が
隅
に
追
い
や
ら
れ

情
報
端
末
の
電
源
が
切
っ
て

あ
っ
た
。
（
愛
知
・
男
性
４３

歳
・
団
体
職
員
）

▽
災
害
時
の
迂
回
路
や
被
害

状
況
な
ど
タ
イ
ム
リ
ー
な
情

報
を
得
た
い
。
道
の
駅
マ
ッ

プ
に
災
害
拠
点
駅
を
載
せ
て

は
。
（
山
口
・
女
性
３５
歳
・

会
社
員
）

▽
県
境
の
駅
は
隣
県
の
情
報

も
置
い
て
。
（
兵
庫
・
女
性

５２
歳
・
自
営
業
）

▽
定
休
日
で
も
情
報
コ
ー
ナ

ー
だ
け
は
開
け
て
。
（
新
潟

・
女
性
５２
歳
・
主
婦
）

国
土
交
通
省
は
、
首
都
高

速
道
路
で
実
施
し
た
ス
マ
ー

ト
ウ
ェ
イ
２
０
０
７
公
道
実

験
に
引
き
続
き
、
関
越
自
動

車
道
、
名
古
屋
高
速
、
国
道

１
５
３
号
、
名
神
・
新
名
神

高
速
、
阪
神
高
速
及
び
山
陽

自
動
車
道
な
ど
を
対
象
に
加

え
、
新
型
車
載
器
を
用
い
た

前
方
障
害
物
情
報
や
合
流
支

援
情
報
等
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
ド
ラ
イ
バ
ー
に
伝
え
る
安

全
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
の
検

証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
新
型
車
載
器
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
車
載
器
の

標
準
規
格
の
制
定
、
及
び
量

産
体
制
、
運
用
管
理
体
制
の

整
備
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
市
販
化
が
近
づ
き
つ
つ

あ
り
ま
す
。

現
在
、
音
声
の
み
に
よ
る

情
報
提
供
を
行
う
簡
易
な

「
発
話
型
車
載
器
」、及
び
カ

ー
ナ
ビ
と
連
携
し
て
音
声
と

画
像
に
よ
る
情
報
提
供
を
行

う
「
カ
ー
ナ
ビ
連
携
型
車
載

器
」
の
２
タ
イ
プ
の
新
型
車

載
器
が
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
や
Ｅ

Ｔ
Ｃ
は
そ
れ
ぞ
れ
専
用
の
車

載
器
を
必
要
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
新
型
車
載
器
は
、
無

線
の
周
波
数
を
Ｅ
Ｔ
Ｃ
と
同

じ
５
。
８
Ｇ
Ｈ
ｚ
帯
に
統
一

し
、
一
つ
の
車
載
器
で
こ
れ

ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
包
含
し
、

か
つ
、
広
域
ル
ー
ト
情
報
、

予
測
の
た
め
の
プ
ロ
ー
ブ
デ

ー
タ
の
収
集
、
安
全
運
転
支

援
サ
ー
ビ
ス
や
多
様
な
民
間

サ
ー
ビ
ス
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
駐
車
場

及
び
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等

で
の
料
金
支
払
い
や
停
車
中

の
車
内
か
ら
の
利
用
者
の
運

転
シ
ー
ン
や
好
み
に
即
し
た

情
報
取
得
に
も
将
来
的
に
対

応
可
能
と
な
る
高
機
能
な
車

載
器
で
す
。

特
に
発
話
型
車
載
器
は
、

現
在
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
機
能
を
持

ち
、
ま
た
形
状
も
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
り
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ラ
ジ

オ
や
音
声
に
よ
る
安
全
情
報

の
提
供
と
い
っ
た
付
加
機
能

が
加
わ
る
た
め
、
今
後
、
Ｅ

Ｔ
Ｃ
に
置
き
換
わ
っ
て
普
及

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

特
に
、
運
送
事
業
者
な
ど

ル
ー
ト
を
熟
知
し
、
カ
ー
ナ

ビ
が
不
要
な
場
合
で
も
ニ
ー

ズ
が
高
い
と
考
え
て
い
ま

す
。道

路
は
、
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
、
Ｅ

Ｔ
Ｃ
、
安
全
運
転
シ
ス
テ

ム
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
進
化

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
社
会
生
活
、
暮
ら
し
を

豊
か
に
す
る
こ
と
は
、
ス
マ

ー
ト
ウ
ェ
イ
の
目
標
の
一
つ

で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
本
格
的
な
サ
ー

ビ
ス
の
実
用
化
に
向
け
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
促
進
な
ど
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
国
土
交
通
省
道
路
局
道
路

交
通
管
理
課
高
度
道
路
交
通

シ
ス
テ
ム
推
進
室
長

奥
谷

正
）

備蓄倉庫の右に自家発電装置の収納庫

情報ターミナルにある大型パネル

やモニター画面。４つのモニター

画面の中央下がタッチパネルだ

利用客で賑わう「ちぢみの里お

ぢや」。正面右が温泉、左が道

路情報ターミナル

次
世
代
車
載
器
に
よ
る

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
実
現

「自力復興

の道」も

越
後
川
口
「
あ
ぐ
り
の
里
」

に
は
、
今
も
復
興
標
語
が

「
あ
ぐ
り
の
里
」
に
あ
る

「
震
央
街
道
」
の
パ
ネ
ル

広
域
避
難
場
所
の
看
板
の
前
で
当
時
を

振
り
返
る
滝
沢
功
・
駅
長
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奈
良
県
に
は
「
宇
陀
路
大

宇
陀
」「
針
Ｔ
・
Ｒ
・
Ｓ
（
テ

ラ
ス
）」「
吉
野
路
大
淀
ｉ
セ

ン
タ
ー
」
な
ど
１２
の
道
の
駅

が
あ
り
、
遷
都
１
３
０
０
年

記
念
事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
協
力
し

て
い
る
。

中
で
も
、
奈
良
市
針
町
の

名
阪
国
道
（
国
道
２５
号
）
と

国
道
３
６
９
号
が
交
わ
る
針

Ｉ
Ｃ
に
近
い
道
の
駅
「
針
テ

ラ
ス
」
は
、
情
報
発
信
拠
点

と
し
て
は
好
位
置
に
あ
る
。

先
ご
ろ
、
宇
陀
周
辺
地
域

の
２
市
３
村
が
「
針
Ｔ
・
Ｒ

・
Ｓ
活
用
委
員
会
」
を
結
成

し
た
。
宇
陀
周
辺
地
域
へ
の

入
り
口
と
な
り
、
県
内
有
数

の
交
通
量
が
あ
り
、
駐
車
台

数
が
県
内
最
大
で
活
用
効
果

が
非
常
に
高
い
針
Ｔ
・
Ｒ
・

Ｓ
を
有
効
活
用
す
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
宇
陀
地
域
の
道
の

駅
３
駅
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、
こ
の
地
域
の

観
光
振
興
な
ど
に
役
立
て
よ

う
と
、
議
論
を
深
め
始
め

た
。
県
も
道
の
駅
の
情
報
発

信
機
能
強
化
の
モ
デ
ル
と
し

て
、
効
果
検
証
を
進
め
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

大
阪
と
奈
良
を

結
ぶ
第
二
阪
奈
有

料
道
路
で
は
「
パ

ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ

ド
」
の
推
進
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

記
念
行
事
や
観
光

で
訪
れ
た
道
路
利

用
者
が
街
中
に
溢

れ
市
街
地
の
混
雑

や
道
路
渋
滞
を
招

か
ぬ
よ
う
、
市
街

の
外
郭
に
あ
る
駐

車
場
に
車
を
停

め
、
目
的
地
に
は

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で

往
復
す
る
。

こ
の
誘
導
情
報

な
ど
も
道
の
駅
か

ら
発
信
し
、
観
光
客
に
便
宜

を
図
る
。
駐
車
場
利
用
に

は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
活
用
し
て
混

雑
緩
和
に
役
立
と
う
と
い
う

計
画
も
あ
り
、
情
報
の
一
元

化
に
よ
る
管
理
と
、
共
通
の

情
報
発
信
機
能
を
整
備
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

当
面
は
県
内
の
道
の
駅
に

あ
る
情
報
端
末
を
有
効
活
用

す
る
が
、
情
報
発
信
機
能
を

さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
整
備
も

検
討
す
る
。

ま
た
、
各
道
の
駅
の
地
元

周
辺
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
情
報
の

提
供
だ
。
歴
史
の
古
里
だ
け

に
、
県
内
各
地
に
伝
説
や
伝

承
が
豊
富
に
埋
も
れ
て
い

る
。例

え
ば
、
古
来
の
聖
地
・

吉
野
は
、
和
歌
山
県
の
熊
野

古
道
に
続
く
修
験
道
の
出
発

点
で
も
あ
る
。
修
験
道
の
始

祖
役
行
者
（
役
小
角
）
は
金

の
産
出
地
で
も
知
ら
れ
た
金

剛
山
に
近
い
御
所
市
の
生
ま

れ
。
奈
良
を
起
点
に
全
国
を

巡
っ
た
。
実
は
金
脈
探
し
、

鉱
山
発
見
の
全
国
行
脚
だ
っ

た
、
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

黄
金
伝
説
に
限
ら
ず
、
こ

う
し
た
埋
も
れ
る
言
い
伝
え

や
話
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
な

い
。
そ
ん
な
秘
話
を
発
信
す

る
こ
と
で
、
道
の
駅
へ
の
誘

導
を
図
ろ
う
と
い
う
。

地
元
情
報
は
、
地
域
の
人

た
ち
な
ら
で
は
の
取
っ
て
置

き
の
話
だ
。
自
治
体
は
も
と

よ
り
、
地
域
振
興
に
情
熱
を

注
ぐ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
の
人
た

ち
の
協
力
を
得
て
、
情
報
を

収
集
す
る
。

道
の
駅
の
情
報
は
、
駅
利

用
者
が
必
要
な
も
の
を
取
り

出
す
だ
け
で
な
く
、
自
ら
も

書
き
込
め
る
よ
う
に
し
て
、

発
信
者
に
も
な
っ
て
も
ら
う

構
想
だ
。
目
指
す
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
は
、
こ
の
「
双

方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
を
重
視
し
た
い
、
と
い

う
。県

人
会
や
同
窓
会
な
ど
で

古
里
の
思
い
出
や
郷
愁
を
、

備
え
付
け
の
雑
記
帳
に
書
き

込
ん
で
残
す
こ
と
が
よ
く
あ

る
。
そ
の
ネ
ッ
ト
版
と
も
言

え
、
入
力
は
パ
ソ
コ
ン
や
携

帯
な
ど
か
ら
も
出
来
る
よ
う

に
す
る
訳
だ
。

現
実
に
は
、
ま
だ
そ
の
試

行
段
階
と
い
え
る
が
、
拠
点

に
な
る
針
テ
ラ
ス
の
取
り
組

み
や
、
活
用
委
員
会
で
の
論

議
に
つ
い
て
、
委
員
会
担
当

者
会
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
宇

陀
市
観
光
商
工
課
福
田
和
弥

主
幹
は
「
桜
の
時
期
を
ス
タ

ー
ト
に
手
作
り
ポ
ス
タ
ー
や

ド
ラ
イ
ブ
マ
ッ
プ
の
配
布
か

ら
着
手
し
た
。
委
員
会
で
展

示
方
法
な
ど
を
話
し
合
い
、

ま
ず
季
節
ご
と
の
案
内
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
に
し
た
。
Ｇ
Ｗ

期
間
中
は
期
間
限
定
の
割
引

券
を
発
行
、
針
テ
ラ
ス
で
情

報
を
得
た
人
が
、
ど
の
く
ら

い
宇
陀
を
訪
れ
る
か
効
果
も

検
証
し
た
。
パ
ン
フ
補
充
が

追
い
つ
か
な
い
と
か
、
割
引

券
の
回
収
率
、
ド
ラ
イ
ブ
マ

ッ
プ
の
人
気
を
肌
で
実
感
し

た
」
と
話
す
。

県
宇
陀
土
木
事
務
所
計
画

調
整
課
の
八
田
護
計
画
調
整

員
は
「
誘
客
の
情
報
発
信
や

活
動
は
簡
単
な
も
の
で
は
な

い
が
、
情
報
発
信
の
や
り
方

に
よ
っ
て
は
効
果
が
期
待
で

き
る
。
効
果
の
検
証
を
重
ね

な
が
ら
試
行
錯
誤
を
続
け
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

道
の
駅
の
「
情
報
発
信
機
能
」
を
強
化
し
情
報
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
に
は
、
道

の
駅
同
士
が
連
携
し
、
情
報
を
共
有
出
来
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
大
切
で
は
｜
｜
。

そ
ん
な
思
い
で
、
道
の
駅
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
指
す
の
が
奈
良
県
で
あ

る
。
き
っ
か
け
は
平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭
だ
。
来
年
１
年
間
、
様
々
な
行
事
が
県

内
各
地
で
計
画
さ
れ
、
奈
良
へ
の
来
訪
者
急
増
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
を
機
に
、
県

内
の
道
の
駅
が
連
携
し
て
イ
ベ
ン
ト
な
ど
観
光
情
報
は
じ
め
道
路
、天
気
、駐
車
場
、

宿
泊
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
様
々
な
関
連
情
報
を
積
極
的
に
発
信
す
る
狙
い
だ
。
各
道

の
駅
は
地
元
密
着
の
伝
承
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
情
報
の
充
実
も
目
指
す
。
何
し
ろ
奈
良

は
神
話
、
伝
説
な
ど
歴
史
の
宝
庫
で
あ
る
。

北
海
道
旅
行
の
目
玉
と
し
て
大

学
一
年
の
夏
、
知
床
半
島
に
向
か

っ
た
。
道
東
の
知
床
も
世
界
遺
産

に
な
っ
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
半
世
紀
前

は
秘
境
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
青
函

連
絡
船
で
函
館
に
渡
り
、
長
万

部
、
室
蘭
、
苫
小
牧
、
襟
裳
岬
、

帯
広
、
釧
路
と
国
鉄
の
列
車
、
バ

ス
を
乗
り
継
ぎ
、
釧
路
か
ら
釧
網

線
で
標
茶
へ
。
さ
ら
に
標
津
線
で

知
床
半
島
の
入
口
根
室
標
津
に
よ

う
や
く
到
着
だ
。

こ
の
経
路
も
現
在
は
国
鉄
合
理

化
の
流
れ
の
中
で
廃
線
と
な
っ
て

い
る
の
も
少
な
く
な
い
。
根
室
標

津
か
ら
は
知
床
の
中
心
地
羅
臼
ま

で
バ
ス
が
通
じ
て
い
る
。
強
行
軍

で
眠
気
に
誘
わ
れ
て
い
る
と
、
バ

ス
が
大
揺
れ
す
る
。
何
事
か
と
外

を
見
る
と
橋
が
丈
夫
で
な
い
た
め

か
、
バ
ス
が
堤
か
ら
下
り
て
川
の

中
を
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
と
渡
っ
て
い

く
の
に
は
び
っ
く
り
し
た
。

羅
臼
は
知
床
の
中
心
で
あ
る
と

と
も
に
重
要
な
漁
港
で
あ
り
、
そ

れ
な
り
の
街
で
最
果
て
の
地
に
来

た
と
い
う
感
じ
は
あ
ま
り
な
い
。

た
だ
、
夜
は
さ
す
が
に
涼
し
く
、

東
京
で
は
冬
に
使
う
布
団
で
寝
る

状
況
だ
っ
た
。
羅
臼
に
来
る
人
の

大
部
分
は
羅
臼
岳
に
登
る
の
が
目

的
だ
が
、
私
は
半
島
の
先
端
部
方

面
に
向
か
う
こ
と
に
し
た
。

夏
の
間
は
船
が
出
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、
当
日
は
海
が
荒
れ

て
欠
航
に
な
っ
た
た
め
、
歩
い
て

い
く
他
な
い
。
道
路
は
羅
臼
か
ら

一
つ
先
の
集
落
ま
で
し
か
出
来
て

お
ら
ず
、
海
辺
を
歩
い
て
い
く
。

遠
く
に
国
後
島
も
見
え
感
慨
深
い

も
の
が
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
昆
布
漁

の
季
節
で
、
海
辺
は
干
し
て
あ
る

昆
布
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
山
は
海
岸

ま
で
迫
り
、
崖
か
ら
流
れ
落
ち
た

水
が
幾
筋
に
も
な
っ
て
海
に
注

ぐ
。
乾
い
た
喉
に
は
、
こ
ん
な
に

う
ま
い
水
が
あ
る
か
と
い
う
ほ
ど

だ
っ
た
。

瀬
石
と
い
う
海
中
に
湧
く
温
泉

が
あ
り
、
そ
こ
ま
で
行
き
た
い
と

こ
ろ
だ
っ
た
が
、
日
が
暮
れ
る
と

熊
も
怖
い
。
腰
か
ら
ひ
も
で
空
き

缶
を
ぶ
ら
さ
げ
て
音
を
立
て
て
歩

い
て
い
る
が
、
そ
れ
も
気
休
め
に

過
ぎ
ず
適
当
な
と
こ
ろ
で
引
き
返

す
こ
と
に
す
る
。

知
床
横
断
道
路
を
は
じ
め
交
通

も
便
利
に
な
っ
た
現
在
で
は
想
像

で
き
な
い
よ
う
な
話
だ
が
、
私
に

と
っ
て
は
記
憶
に
残
る
旅
の
ひ
と

つ
だ
。

一
般
向

け
の
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
は
一

定
の
衝
撃

が
あ
る
と

前
後
の
映

像
・
音
声

の
み
を
記

録
し
ま
す

が
、
タ
ク

シ
ー
や
宅

配
車
両
で
は
、
さ
ら
に
位
置

（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）、速
度
、加
速
度
、

ブ
レ
ー
キ
操
作
な
ど
様
々
な

情
報
が
記
録
さ
れ
ま
す
。
し

か
も
戸
口
配
送
の
た
め
生
活

道
路
で
の
走
行
も
多
く
、
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
情
報
を
豊
富
に

収
集
で
き
る
の
は
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
。

一
例
と
し
て
、
東
京
江
東

区
内
の
タ
ク
シ
ー
１
０
５
台

が
過
去
５
年
間
走
行
し
て
得

ら
れ
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
分

布
状
況
を
図
示
し
ま
す
。
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
多
発
箇
所
の
把

握
や
対
策
検
討
に
、
十
分
に

活
用
し
う
る
こ
と
が
確
認
で

き
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
は
歩
道
段
差
で
の
衝
撃

で
も
デ
ー
タ
を
記
録
し
ま
す

の
で
、
膨
大
な
デ
ー
タ
か
ら

事
故
要
因
と
は
無
関
係
な
も

の
を
い
か
に
効
率
的
に
除
去

す
る
か
が
課
題
で
す
。

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
は
駅
周

辺
や
幹
線
道
路
の
走
行
が
中

心
で
生
活
道
路
の
走
行
が
少

な
く
、
宅
配
車
両
は
徹
底
し

た
安
全
運
転
の
た
め
か
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
自
体
が
少
な
い
、

と
い
う
課
題
も
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
地
域
特
性
に
応

じ
た
デ
ー
タ
収
集
方
法
の
整

理
が
必
要
で
す
。

国
土
技
術
政
策
総
合
研
究

所
で
は
、
具
体
的
な
地
域
を

対
象
に
自
治
体
、
運
送
事
業

者
、
さ
ら
に
は
住
民
の
方
々

と
も
連
携
し
つ
つ
研
究
を
進

め
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
情

報
だ
け
で
な
く
住
民
か
ら
の

情
報
も
重
ね
合
わ
せ
て
蓄
積

し
表
示
す
る
仕
組
み
や
、
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
発
生
傾
向
の
分

析
を
通
じ
て
対
策
案
を
検
討

し
、
地
域
の
多
様
な
主
体
が

参
画
し
て
生
活
道
路
の
安
全

対
策
を
進
め
る
た
め
の
ツ
ー

ル
構
築
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

（
国
土
交
通
省

国
土
技
術

政
策
総
合
研
究
所
道
路
研
究

部
長

佐
藤

浩
）

交
通
安
全
対
策
で
は
事
故
デ
ー
タ
の
把
握
・
蓄
積
が

基
本
で
す
。
幹
線
道
路
で
は
事
故
デ
ー
タ
の
把
握
が
比

較
的
容
易
で
、
危
険
箇
所
で
の
対
策
も
進
ん
で
い
ま

す
。
し
か
し
、
生
活
道
路
は
延
長
が
膨
大
な
こ
と
も
あ

り
事
故
デ
ー
タ
の
把
握
が
困
難
で
す
。
こ
の
生
活
道
路

で
の
実
態
把
握
の
打
開
策
と
し
て
運
送
業
界
で
導
入
が

進
む
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
に
着
目
し
ま
し
た
。

奈良県の
１ ２ の 駅

加速度

速 度

ドライブレコーダ記録データの表示例

映 像

神
話
・
伝
統
の
都
に
夢
描
く

ヒヤリハット情報で

安全対策を検討へ

国民生活センター顧問

糠谷 真平

ヒヤリハット分布状況の例

（データ協力：（社）自動車技術会）

半
世
紀
前

知
床
は
秘
境
だ
っ
た
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７
月
初
め
の
土
曜
日
、
筑

波
山
の
東
山
ろ
く
、
つ
く
ば

市
神
郡
の
「
谷
津
田
」
周
辺

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
補
虫

網
を
手
に
歓
声
を
上
げ
な
が

ら
ト
ン
ボ
を
追
い
か
け
て
い

た
。
棚
田
で
は
、
母
親
ら
し

い
女
性
も
含
め
て
約
２０
人
が

泥
田
の
中
に
入
り
、
手
さ
ぐ

り
で
３０
㌢
ほ
ど
に
伸
び
た
稲

の
根
元
の
雑
草
を
取
っ
た

り
、
周
囲
を
巡
る
溝
掘
り
な

ど
に
追
わ
れ
て
い
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
つ
く
ば
環

境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
３
年
前

か
ら
進
め
て
い
る
「
谷
津
田

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
参

加
者
た
ち
で
あ
る
。

「
環
境
に
も
健
康
に
も
良

い
無
農
薬
米
づ
く
り
の
意
義

に
賛
同
し
、
楽
し
み
な
が
ら

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で

す
。
野
良
仕
事
に
は
大
分
慣

れ
ま
し
た
が
、
雑
草
と
の
戦

い
は
い
つ
も
悲
鳴
を
上
げ
て

い
ま
す
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
理
事
の

田
中
ひ
と
み
さ
ん
（
５２
）
は

屈
託
な
く
語
る
。

泥
ま
み
れ
に
な
っ
た
り
日

焼
け
を
気
に
す
る
口
ぶ
り
と

は
裏
腹
に
、
誰
も
が
生
き
生

き
と
作
業
に
熱
中
。
み
ん
な

笑
顔
が
素
晴
ら
し
い
。

谷
津
田
は
、
山
す
そ
に
細

長
く
入
り
込
ん
で
い
る
浅
い

谷
間
を
利
用
し
た
水
田
だ
。

国
土
の
７
割
が
山
地
の
わ
が

国
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
な

存
在
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
田
ん
ぼ
は
不
整
形
な

棚
田
が
多
く
、
機
械
化
農
業

に
は
不
向
き
だ
と
し
て
、
後

継
者
難
で
高
齢
化
も
進
ん
だ

中
山
間
地
で
は
、
耕
作
放
棄

が
増
え
て
い
る
。

東
京
農
工
大
学
卒
で
生
態

学
に
詳
し
い
田
中
さ
ん
は
、

筑
波
研
究
学
園
都
市
内
の
研

究
機
関
勤
め
と
な
っ
た
ご
主

人
と
一
緒
に
２０
年
ほ
ど
前
、

つ
く
ば
市
内
に
移
住
し
た
。

環
境
省
な
ど
が
設
立
し
た

「
牛
久
自
然
観
察
の
森
」で
自

然
観
察
指
導
員
を
し
て
い
る

う
ち
、「
失
わ
れ
か
け
て
い
る

里
山
の
魅
力
を
、
も
っ
と
活

用
し
な
く
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
同
志
と
意
気
投
合
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
た
。

こ
の
辺
り
は
動
、
植
物
相

の
東
西
接
点
に
あ
た
り
種
類

が
豊
富
で
貴
重
種
も
多
い
。

そ
こ
で
、
筑
波
山
の
自
然

保
護
や
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
を

手
が
け
る
「
筑
波
山
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
」
や
「
筑
波
山
麓
自

然
学
校
」
、
周
辺
里
山
の
再

生
や
自
然
体
験
を
図
る
「
田

ん
ぼ
の
生
き
物
レ
ス
キ
ュ
ー

隊
」
「
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
棲

む
里
山
づ
く
り
」
「
し
ぜ
ん

つ
こ
く
ら
ぶ
ｉ
ｎ
ゆ
か
り
の

森
」
な
ど
、
多
彩
な
活
動
を

次
々
に
企
画
し
て
は
実
践
し

た
。
現
在
、
会
員
は
約
２
０

０
人
に
も
増
え
て
い
る
。

「
谷
津
田
再
生
」
も
、
こ

う
し
た
活
躍
ぶ
り
を
高
く
評

価
し
た
地
元
が
協
力
を
依

頼
。
後
継
者
が
な
く
放
棄
寸

前
だ
っ
た
棚
田
４
枚
、
約
４

４
０
０
平
方
㍍
を
借
り
受

け
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。

田
中
さ
ん
は
、
自
然
志
向

を
強
め
て
い
る
東
京
な
ど
か

ら
の
移
住
者
や
、
定
年
後
、

地
域
に
目
を
向
け
始
め
た
団

塊
の
世
代
に
呼
び
か
け
た
。

「
き
れ
い
な
沢
水
で
育
っ

た
無
農
薬
米
は
本
当
に
美
味

し
い
。
消
費
者
の
健
康
面
で

安
全
な
だ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
。
ト
ン
ボ
や
カ
エ
ル
な
ど

生
き
物
が
１
年
中
暮
ら
し
て

い
け
る
か
ら
、
自
然
の
ビ
オ

ト
ー
プ
な
の
で
す
」。

１
口
１
万
円
の
サ
ポ
ー
タ

ー
や
登
録
制
の
米
づ
く
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
。
奉
仕

精
神
や
善
意
の
寄
付
に
頼
る

だ
け
で
な
く
、
自
立
し
持
続

し
て
経
営
で
き
る
よ
う
に

と
、
収
穫
し
た
お
米
を
参
加

者
で
分
け
合
う
仕
組
み
を
導

入
し
て
い
る
の
も
ユ
ニ
ー
ク

だ
。高

見
澤
三
朗
さ
ん
（
７２
）

は
、
都
内
の
自
動
車
販
売
会

社
勤
め
を
卒
業
し
た
の
を
機

に
、
拘
束
さ
れ
ず
自
然
と
触

れ
合
う
暮
ら
し
を
し
た
い

と
、
最
初
か
ら
妻
静
江
さ
ん

（
６５
）と
参
加
し
た
。

奥
さ
ん
と
も
ど
も
長
野
県

内
の
農
家
育
ち
。
田
の
草
刈

り
、
里
山
で
の
た
き
ぎ
集
め

は
、
子
ど
も
時
代
の
日
課
だ

っ
た
。

地球温暖化の危機が深刻化する中、エコカーや省エ

ネ家電購入への国の助成策も手伝って、国民の環境意

識は高まっている。これまでは「関心はあるが活動へ

の参加までは…」という人も多かったが、肩ヒジを張

らないエコ活動も各地で定着し始めた。茨城県筑波山

ろくで多彩な活動を展開するＮＰＯ法人「つくば環境

フォーラム」の活動も、その一つである。

昭
和
３３
年
頃
の
東
京
下
町

を
舞
台
に
し
た
映
画
「
Ａ
ｌ

ｗ
ａ
ｙ
ｓ
三
丁
目

の

夕

日
」。
そ
の
当
時
は
、「
向
こ

う
三
軒
両
隣
」
的
な
社
会
的

信
頼
関
係
が
豊
か
だ
っ
た
。

人
情
の
希
薄
さ
が
指
摘
さ
れ

る
今
、
社
会
的
信
頼
関
係
の

再
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。再

構
築
の
手
段
と
し
て
、

地
域
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
役

割
は
大
き
い
。
交
通
イ
ン
フ

ラ
は
人
や
モ
ノ
の
モ
ビ
リ
テ

ィ
ー
（
移
動
、
流
動
）
を
活

発
に
し
、
人
々
の
交
流
を
通

じ
て
経
済
や
文
化
を
豊
か
に

す
る
。
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
巧
く
活
用
す
る
こ
と

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再

構
築
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
交

流
が
出
来
る
。

モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
は
国
外
に

ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
北
海

道
ニ
セ
コ
の
粉
雪
を
求
め
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
年
間

１
万
人
近
い
観
光
客
が
訪
れ

る
な
ど
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

交
流
が
始
ま
っ
て
い
る
。
質

の
高
い
自
然
と
、
も
て
な
し

に
満
足
し
た
リ
ピ
ー
タ
ー
、

航
空
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
評

判
、
口
コ
ミ
情
報
が
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

国
内
で
は
、
新
幹
線
や
高

速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど

の
高
速
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
が
進
み
、
移
動
の
便
利
さ

が
向
上
し
て
広
範
囲
の
交
流

が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

地
球
環
境
へ
の
関
心
の
高

ま
り
も
あ
っ
て
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
、
自
転
車
、
マ
イ
カ
ー
、

バ
ス
、
鉄
道
な
ど
の
特
長
を

上
手
に
組
み
合
わ
せ
る
モ
ビ

リ
テ
ィ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
考
え
も
定
着
し
て
き
た
。

こ
の
流
れ
を
支
え
る
の
は

相
互
が
連
携
す
る
「
質
の
高

い
情
報
」
だ
。
携
帯
電
話
の

普
及
で
情
報
通
信
の
地
域
格

差
は
少
な
い
。
情
報
と
、
そ

れ
を
活
か
す
交
通
シ
ス
テ
ム

が
社
会
的
信
頼
関
係
の
基
礎

と
な
る
「
地
域
間
や
都
市
と

地
方
の
交
流
」
を
活
発
に
し

「
国
民
が
選
択
で
き
る
多
様

な
メ
ニ
ュ
ー
」
も
示
せ
る
。

高
齢
化
に
対
応
し
た
地
方

の
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
考
え
て

み
る
。
交
通
量
だ
け
で
は
測

れ
な
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る

高
速
・
長
距
離
移
動
の
質
と

信
頼
性
が
重
要
だ
。
地
方
で

鉄
道
や
乗
合
バ
ス
が
衰
退
す

る
半
面
、
高
速
バ
ス
の
年
間

利
用
は
国
内
航
空
に
匹
敵
す

る
８
０
０
０
万
人
に
達
し
、

年
々
伸
び
て
い
る
。

高
速
バ
ス
の
便
利
さ
を
高

め
る
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
、
駐
車
場
と
バ
ス
停

を
組
み
合
わ
せ
た
「
パ
ー
ク

＆
バ
ス
ラ
イ
ド
」
、
高
速
バ

ス
の
乗
り
換
え
や
鉄
道
と
の

連
携
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ

ス
テ
ム
や
組
み
合
わ
せ
が
展

開
さ
れ
、
今
後
の
地
域
間
を

結
ぶ
要
素
は
整
っ
て
き
た
。

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
地

域
は
、
マ
イ
カ
ー
に
依
存
し

た
ま
ま
で
は
将
来
像
が
描
け

な
い
。
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

や
相
乗
り
、
自
治
体
が
進
め

る
巡
回
バ
ス
な
ど
、
地
域
の

相
互
扶
助
が
必
要
に
な
る
だ

ろ
う
。
高
速
バ
ス
シ
ス
テ
ム

と
の
連
携
な
ど
で
、
高
齢
者

だ
け
で
な
く
住
民
全
体
に
、

多
様
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
メ

ニ
ュ
ー
が
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
確
信
し
て
い
る
。

（
国
交
省
近
畿
地
方
整
備
局

企
画
部
長

塚
田
幸
広
）

人
情
か
よ
う
信
頼
社
会
回
復
へ

２

交通インフラを再構築

質
の
高
い
情
報

支
え
に

野良仕事から一休み中

の高見澤さん夫妻

活
発
に
な
る
人
の
交
流

「
車
・
バ
ス
」な
ど
多
様
な
組
み
合
わ
せ

泥田で雑草採りをする

田中さん

「谷津田」再生へ
無農薬米作り

地
域
の
相
互
援
助
も
必
要
に

平城遷都１３００年を契機としたまちづくり

筑波山ろくの谷津田再生には、子どもたちも参加して田植え

国交省近畿地方整備局提供
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「
昔
は
田
ん
ぼ
に
入
る
の

が
嫌
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
の

に
、
今
は
疲
れ
が
心
地
よ
い

し
、
皆
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り

し
た
り
笑
っ
た
り
す
る
の
が

楽
し
く
て
」
と
毎
週
欠
か
さ

ず
参
加
し
て
い
る
。

昔
と
っ
た
杵
柄
で
、
マ
ム

シ
捕
獲
の
お
手
本
も
見
せ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
か
ら
大

い
に
頼
ら
れ
る
存
在
だ
。

田
ん
ぼ
に
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク

シ
な
ど
生
き
物
が
豊
富
に
な

っ
た
の
は
期
待
通
り
の
成
果

だ
っ
た
。
一
方
で
、
稲
が
実

を
つ
け
る
夏
以
後
は
イ
ノ
シ

シ
が
食
べ
荒
ら
す
よ
う
に
な

り
、
防
護
柵
づ
く
り
な
ど
野

性
動
物
と
の
せ
め
ぎ
合
い
が

頭
痛
の
種
と
な
っ
て
、
複
雑

な
思
い
で
あ
る
。

谷
津
田
再
生
に
取
り
組
ん

だ
人
た
ち
は
や
が
て
、
谷
津

田
を
含
む
里
山
が
地
域
の
歴

史
や
文
化
に
複
雑
に
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
筑

波
山
ろ
く
の
奥
深
い
魅
力
に

一
層
の
め
り
込
む
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

福
木
哲
朗
さ
ん
（
７１
）
も

そ
ん
な
一
人
だ
。
海
上
保
安

庁
を
定
年
退
職
後
、
若
い
こ

ろ
は
親
し
ん
だ
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
が
懐
か
し
く
な
り
、

つ
く
ば
市
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
育
成
講
座
を
受
講
し
た

仲
間
と
「
つ
く
ば
フ
ォ
レ
ス

ト
ク
ラ
ブ
」
を
組
織
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
３
年
前
か

ら
始
め
た
谷
津
田
に
隣
接
す

る
雑
木
林
再
生
事
業
に
も
参

加
・
協
力
し
て
き
た
。

里
山
の
雑
木
林
は
、
人
の

手
が
入
ら
な
く
な
る
と
荒
廃

し
、
谷
津
田
が
日
陰
に
な
っ

た
り
生
き
物
の
行
き
来
が
少

な
く
な
っ
た
り
し
て
、
荒
廃

が
波
及
す
る
の
だ
。

雑
木
林
再
生
に
は
、
社
団

法
人
国
土
緑
化
推
進
機
構
の

「
緑
の
募
金
」
か
ら
助
成
金

も
出
た
。
間
伐
し
た
木
材
を

利
用
し
て
、
筑
波
山
参
詣
に

使
わ
れ
た
周
辺
の
古
道
を
整

備
し
、
一
部
に
は
手
づ
く
り

の
ベ
ン
チ
も
設
け
た
。

そ
ん
な
こ
と
が
縁
で
、
雑

木
林
の
再
生
や
古
道
復
活
に

は
今
、
地
元
六
所
区
長
の
森

田
源
美
さ
ん
（
７２
）
が
中
心

に
な
っ
て
結
成
し
た
「
田
井

の
里
地
域
づ
く
り
愛
好
会
」

も
参
加
し
て
い
る
。

里
山
で
廃
れ
か
け
て
い
た

あ
ち
こ
ち
の
筑
波
山
参
詣
古

道
の
復
元
に
つ
な
げ
、
筑
波

山
麓
を
再
活
性
化
す
る
の
が

一
同
の
夢
で
あ
る
。

僕
の
人
生
の
中
で
お
医
者
さ

ん
に
行
く
時
間
、
も
の
す
ご
い

多
い
ん
で
す
よ
。
脳
か
ら
目
か

ら
鼻
か
ら
の
ど
か
ら
、
毎
週
必

ず
体
の
ど
っ
か
は
診
て
も
ら
っ

て
ま
す
。
最
近
は
喉
頭
が
ん
や

大
腸
が
ん
も
多
い
し
、
エ
コ
ー

や
内
視
鏡
、
い
ろ
ん
な
検
査
を

し
て
、
悪
く
な
っ
た
り
痛
く
な

っ
た
り
す
る
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し

て
も
ら
う
の
が
好
き
だ
か
ら
歯

も
全
部
自
分
の
歯
で
す
。

１９
歳
の
時
に
結
核
を
患
っ
て

長
い
こ
と
病
院
で
生
活
し
ま
し

た
。
お
医
者
さ
ん
は
４０
歳
ま
で

に
死
ぬ
よ
っ
て
言
っ
た
ね
。
結

婚
も
で
き
な
い
っ
て
。
特
効
薬

で

治

っ

た

け

ど
、
み
ん
な
僕

を
避
け
る
ん
で

す
よ
。
肺
病
と
い
え
ば
そ
れ
だ

け
怖
い
病
気
だ
っ
た
。
大
阪
の

劇
場
の
専
属
喜
劇
役
者
に
な
り

ま
し
た
け
ど
、
片
肺
で
体
力
が

な
い
。
演
出
家
が
「
聞
こ
え
な

い
、
お
前
の
芝
居
は
」
と
言
う

ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
必
死
で
大

き
な
声
出
し
て
ね
。

テ
レ
ビ
に
出
る
よ
う
に
な
っ

て
も
、
ほ
お
紅
や
口
紅
で
顔
色

ご
ま
か
し
て
ま
し
た
。
「
と
ん

ま
天
狗
」
っ
て
番
組
な
ん
か
大

変
で
す
、
立
ち
回
り
が
１
０
０

手
以
上
も
あ
る
。
主
演
や
か
ら

全
部
斬
っ
て
い
か
な
い
か
ん
の

で
す
よ
。
殺
陣
師
が
僕
の
様
子

を
見
て
て
ね
、
息
が
あ
が
っ
て

無
理
だ
と
思
っ
た
ら
そ
っ
く
り

さ
ん
を
出
す
、
僕
が
敵
を
追
っ

て
ふ
す
ま
の
陰
に
入
っ
た
拍
子

に
。
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ら
ま

た
僕
に
代
わ
っ
て
ね
。

そ
の
時
分
に
「
元
気
ハ
ツ
ラ

ツ
」
の
炭
酸
飲
料
の
Ｃ
Ｍ
の
話

が
来
た
ん
で
す
よ
。
宣
伝
し
て

る
人
間
が
倒
れ
で
も
し
た
ら
売

り
上
げ
に
か
か
わ
る
で
し
ょ
。

「
勘
弁
し
て
下
さ
い
、
も
っ
と

元
気
な
人
に
」
「
あ
ん
た
元
気

や
ん
か
」
。
断
る
度
に
契
約
金

の
ゼ
ロ
が
一
つ
ず
つ
増
え
て
、

３
回
目
や
っ
た
か
、
う
ち
の
家

内
が
「
や
ら
し
て
い
た
だ
き
ま

す
」
っ
て
。
そ
れ
で
病
院
に
行

き
だ
し
た
ん
で
す
、
も
う
片
方

の
肺
が
ア
ウ
ト
に
な
っ
た
ら
え

ら
い
こ
と
に
な
る
か
ら
。

渥
美
清
さ
ん
も
片
肺
だ
か
ら

「
崑
ち
ゃ
ん
、
お
互
い
無
理
し

ち
ゃ
あ
ダ
メ
だ
よ
」
っ
て
。
東

京
の
舞
台
で
関
西
弁
を
し
ゃ
べ

る
芸
人
に
は
当
時
、
風
当
た
り

が
強
か
っ
た
。
東
京
タ
ワ
ー
が

で
き
た
頃
で
す
。
味
方
に
な
っ

て
く
れ
た
の
が
渥
美
さ
ん
、
関

（
敬
六
）や
ん
、
谷（
幹
一
）や
ん

の
３
人
。
僕
が
し
ょ
げ
て
る
と

お
金
を
出
し
合
っ
て
浅
草
で
ご

ち
そ
う
し
て
く
れ
た
り
。
「
お

い
し
い
肉
や
ね
」言
う
た
ら「
馬

や
」
っ
て
大
笑
い
。
楽
し
い
付

き
合
い
だ
っ
た
け
ど
、
み
ん
な

死
ん
じ
ゃ
っ
た
ね
。

親
子
の
情
愛
と

か
夫
婦
愛
と
か
、

僕
た
ち
が
育
っ
た

笑
い
は
人
情
の
機
微
を
刺
激
す

る
も
の
で
し
た
。
お
客
さ
ん
は

笑
い
な
が
ら
泣
い
て
、
何
か
感

じ
た
。
あ
る
２
時
間
ド
ラ
マ
に

２０
年
近
く
出
て
ま
す
け
ど
、
僕

が
呼
ば
れ
た
限
り
は
サ
ス
ペ
ン

ス
で
も
面
白
く
し
た
い
。
お
か

し
い
場
面
が
あ
っ
た
ら
子
ど
も

も
見
ら
れ
る
で
し
ょ
。
犯
人
役

も
や
り
た
い
で
す
よ
。
ゲ
ス
ト

は
崑
さ
ん
か
、
で
も
ど
な
い
考

え
て
も
犯
人
じ
ゃ
な
い
よ
な
と

思
っ
た
ら
、
オ
ッ
と
ど
っ
こ
い

犯
人
は
意
外
な
男
。
い
い
と
思

い
ま
す
け
ど
ね
。

田井の里地域づくり

愛好会の森田会長

復元中の古道を歩く福木さん

http://www.kon-cierge.com

私の道

「
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
」に
病
院
を
友
と
し
て

大村崑のシニアライフコンシェルジュ

お
お
む
ら
・
こ
ん

１
９
３
１
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
司
会
者
を
経
て
俳
優
と
な
り
、
５８
年
か
ら
草
創
期
の

民
放
テ
レ
ビ
番
組
で
人
気
者
に
。
兵
庫
県
篠
山
市
の
別
荘
を
「
崑
の
村
」
と
し
て
週
末
と
祝
日
に
開
放
。

演
芸
場
を
設
け
、
芸
人
の
養
成
に
も
力
を
入
れ
る
。
「
山
村
美
紗
サ
ス
ペ
ン
ス

赤
い
霊
柩
車
」
（
フ
ジ
テ

レ
ビ
系
）
で
は
葬
儀
社
の
番
頭
を
コ
ミ
カ
ル
に
演
じ
小
学
生
の
フ
ァ
ン
も
。
日
本
喜
劇
人
協
会
顧
問
。

俳
優

大
村

崑
さ
ん
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わ
が
国
を
襲
っ
た
歴
史
上
の
自
然
災
害
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
あ
る
こ
と
に
気

づ
く
。
江
戸
の
幕
末
期
（
１
８
４
０
～
５０
年
代
）
に
、
巨
大
な
地
震
や
台
風
が
相
次

い
で
発
生
・
襲
来
し
、
我
々
の
国
土
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

徳
川
家
康
江
戸
入
府
以
後

の
江
戸
の
事
件
・
風
俗
・
社

会
事
情
な
ど
広
範
な
記
事
を

年
表
形
式
に
纏
め
た
『
武
江

年
表
』
に
よ
る
と
、
利
根
川

が
氾
濫
し
江
戸
一
面
水
浸
し

に
な
っ
た
「
弘
化
３
年
の
大

水
害
」（
１
８
４
６
年
）
に
始

ま
り
、
善
光
寺
本
尊
の
開
帳

に
全
国
各
地
か
ら
訪
れ
た
参

詣
者
が
数
多
く
被
害
に
あ
っ

た
翌
４７
年
の
「
善
光
寺
地

震
」
（
Ｍ
７
・
４
、
死
者
８

２
０
０
人
）
▽
小
田
原
が
壊

滅
状
態
と
な
っ
た
１
８
５
３

年
の
「
小
田
原
地
震
」
（
Ｍ

６
・
７
、
死
者
２４
人
）
▽
翌

５４
年
に
立
て
続
け
に
発
生
し

た
「
安
政
伊
賀
地
震
」
（
Ｍ

７
・
２５
、
死
者
１
５
０
０
人

余
∥
『
武
江
年
表
』
に
記
述

な
し
）
▽「
安
政
東
海
地
震
」

（
Ｍ
８
・
４
、
死
者
２
０
０

０
～
３
０
０
０
人
）▽「
安
政

南
海
地
震
」（
Ｍ
８
・
４
、
死

者
数
千
人
）
▽
翌
５５
年
の「
安

政
江
戸
地
震
」
▽
翌
５６
年
の

「
安
政
３
年
の
大
風
災
」
と

続
く
、
激
甚
災
害
の
歴
史
。

「
安
政
江
戸
地
震
」
は
江

戸
開
府
以
来
の
大
地
震
で
、

震
源
は
江
戸
湾
直
下
。
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
０
～
７
・

１
と
言
わ
れ
、
死
者
７
４
０

０
人
、
倒
壊
家
屋
１
万
４
３

０
０
戸
も
の
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
被
害
は
江
戸

の
下
町
、
本
所
・
深
川
・
浅
草

・
下
谷
・
小
川
町
・
曲
輪
内
で

大
き
く
、
地
震
後
３０
カ
所
余

り
か
ら
出
火
、
焼
失
面
積
は

２
・
２
平
方
㌔
㍍
に
及
ん

だ
。
特
に
新
吉
原
で
は
被
害

が
著
し
く
、
こ
こ
だ
け
で
１

０
０
０
人
以
上
の
死
者
・
行

方
不
明
者
が
出
た
。

「
安
政
３
年
の
大
風
災
」は

猛
烈
な
台
風
が
江
戸
城
の
す

ぐ
西
を
通
っ
て
江
戸
一
帯
を

暴
風
と
高
潮
が
襲
い
、
前
年

の
安
政
江
戸
地
震
か
ら
よ
う

や
く
立
ち
上
が
っ
た
江
戸
の

町
を
破
壊
し
尽
く
し
た
。

公
の
大
被
害
と
し
て
は
築

地
西
本
願
寺
の
本
堂
倒
壊
、

高
潮
に
よ
っ
て
押
し
上
げ
ら

れ
た
八
百
石
船
に
よ
る
永
代

橋
の
破
損
が
挙
げ
ら
れ
る
程

度
だ
が
、
深
川
・
洲
崎
・
本

所
か
ら
品
川
に
か
け
て
高
潮

で
海
の
よ
う
に
な
り
、
町
方

家
財
の
流
失
破
損
は
お
び
た

だ
し
か
っ
た
。
暴
風
雨
中
に

火
災
が
発
生
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
こ
の
大
風
災
に
よ
る

死
者
は
１０
万
余
名
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
明
治
維
新
に
か

け
て
は
疫
病
の
蔓
延
が
著
し

い
。
１
８
５
７
年（
安
政
４
）

に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
し
、
翌
５８
年

（
安
政
５
）
に

は
コ
レ
ラ
（
俗

称
コ
ロ
リ
）
が

猛
威
を
振
る
っ

た
。
死
体
が
文

字
通
り
山
積
し

て
火
葬
場
が
処

理
し
き
れ
ず
、

江
戸
は
パ
ニ
ッ

ク
状
態
と
な
っ

た
。
『
武
江
年

表
』
は
コ
レ
ラ

に
よ
る
死
者
数

を
「
八
月
朔
日

よ
り
九
月

末

迄
、
武
家
市
中
社
寺
の
男

女
、
こ
の
病
に
終
れ
る
も
の

凡
そ
二
万
八
千
余
人
、
内
火

葬
九
千
九
百
余
人
な
り
し
と

云
う
。
実
に
恐
る
べ
き
の
病

也
」と
記
録
し
て
い
る
。

１
８
６
２
年
（
文
久
２
）

に
は
麻
疹
が
蔓
延
し
、
こ
れ

も
『
武
江
年
表
』
に
よ
る
と

「
七
月
よ
り
別
け
て
盛
に
し

て
、
命
を
失
ふ
者
幾
千
人
な

り
や
量
る
べ
か
ら
ず
。
三
味

の
寺
院
、
去
る
午
年
暴
瀉
病

流
行
の
時
に
倍
し
て
、
公
験

を
以
て
日
を
約
し
、
荼
毘
の

烟
と
は
な
し
ぬ
。
故
に
寺
院

は
葬
式
を
行
ふ
に
い
と
ま
な

く
、
日
本
橋
上
に
は
一
日
棺

の
渡
る
事
二
百
に
至
る
日
も

あ
り
し
と
ぞ
」
と
い
う
状
況

で
あ
っ
た
。

１
８
４
６
年
の
大
水
害
か

ら
１
８
６
２
年
の
風
疹
蔓
延

ま
で
、
わ
ず
か
十
数
年
の
間

に
こ
の
凄
ま
じ
い
数
の
死
者

を
伴
っ
た
自
然
災
害
と
疫
病

が
頻
発
し
た
の
だ
。

高
校
の
歴
史
教
科
書
で
幕

末
の
歴
史
記
述
を
見
て
も
、

こ
う
し
た
自
然
災
害
や
疫
病

に
関
す
る
事
項
は
皆
無
だ
。

ペ
リ
ー
来
航
｜
日
米
和
親
条

約
｜
日
米
修
好
通
商
条
約
｜

安
政
の
大
獄
｜
桜
田
門
外
の

変
｜
薩
英
戦
争
｜
禁
門
の
変

と
続
き
、
最
後
は
大
政
奉

還
、
王
政
復
古
の
大
号
令
で

明
治
維
新
と
な
る
。

日
本
史
に
お
け
る
幕
末
・

維
新
と
は
、
開
国
と
尊
王
攘

夷
運
動
、
そ
し
て
幕
府
の
滅

亡
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら

社
会
史
・
政
治
史
と

合
わ
せ
、
大
規
模
地

震
や
甚
大
な
風
水

害
、
コ
レ
ラ
や
麻
疹

の
発
生
は
、
幕
末
・

維
新
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
は
ず
で
あ

る
。安

政
江
戸
地
震
を

は
じ
め
と
す
る
幕
末

の
地
震
・
風
水
害
・

疫
病
の
歴
史
は
、
２

５
０
年
間
戦
争
が
起

こ
ら
な
か
っ
た
平
和

な
時
代
（
江
戸
幕
府
）
を
崩

壊
に
追
い
込
み
、
１
９
２
３

年
の
関
東
大
震
災
は
、
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
大
衆
文
化

に
彩
ら
れ
た
当
時
の
日
本
を

大
不
況
に
陥
れ
、
戦
争
へ
の

道
に
引
き
ず
り
こ
ん
だ
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
天

変
地
異
は
歴
史
の
流
れ
を
捻

じ
曲
げ
る
よ
う
な
働
き
を
し

て
い
る
よ
う
だ
。
だ
と
す
れ

ば
、
江
戸
時
代
と
並
び
世
界

的
に
も
例
を
見
な
い
平
和
な

時
代
「
平
安
王
朝
」
の
終
焉

は
、
歴
史
教
科
書
が
示
す「
武

士
の
台
頭
」
「
平
氏
の
専
制

政
治
に
対
す
る
不
満
」
「
源

平
の
争
乱
」
だ
け
で
説
明
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
？

歴
史
の
流
れ
は
、
源
頼
朝

の
挙
兵
（
１
１
８
０
年
）
、

平
清
盛
の
死
（
翌
８１
年
）
、

源
義
仲
の
入
京
・
平
氏
都
落

ち
（
１
１
８
３
年
）
、
一
の

谷
の
戦
い
（
翌
８４
年
）
、
屋

島
の
戦
い
・
壇
ノ
浦
の
戦
い

・
平
氏
滅
亡
（
翌
８５
年
）
、

頼
朝
の
奥
州
平
定
（
１
１
８

９
年
）
、
頼
朝
の
征
夷
大
将

軍
就
任
（
１
１
９
２
年
）
と

続
く
。

確
か
に
こ
れ
ら
は
、
平
安

時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
へ
と
大

き
く
変
わ
っ
て
い
く
際
の
重

要
な
史
実
で
あ
る
。
し
か

し
、
よ
く
調
べ
て
み
る
と
平

安
王
朝
末
期
の
１
１
８
５

年
、
壇
ノ
浦
の
戦
い
で
平
氏

が
滅
亡
し
た
４
カ
月
後
、
当

時
の
首
都
・
京
都
直
下
で
マ

グ
ネ
チ
ュ
ー
ド
７
・
４
の
大

規
模
地
震
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
は
偶
然
だ
ろ
う
か
。

「
自
然
災
害
死
史
観
で
わ

が
国
の
歴
史
を
再
考
し
て
み

る
」
。
そ
の
よ
う
な
視
点
が

歴
史
教
科
書
に
あ
っ
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

石井進・五味文彦・笹山晴生・高埜彦

平成１６年３月『詳説日本史』山川出版社

塾生募集中

自
然
災
害
死
史
観

自然災害を
思考する①

■ 入塾案内書の請求：最寄りの塾または下記ウェブサイトにご請求下さい。ＦＡＸでご

請求の方は「大工育成塾 道２１係」と明記して下さい。

木下直之・吉見俊哉編 平成１１年１１月『ニュース誕生－かわ

ら版と新聞錦絵の情報世界－』東京大学出版会

「歴史」変わった

直後、大地動く
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末
・
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一般財団法人 大工育成塾 〒１０５‐０００１ 東京都港区虎ノ門１‐１‐２１ 新虎ノ門実業会館２階

安政地震

巨
大
地
震
、

台
風
相
次
ぐ

国家プロジェクト 教室講義と現場修業

大風災死者

１０万余名

安政３年

ＴＥＬ／ＦＡＸ

次世代に先達の技を伝えたい。

疫病、麻疹

が蔓延する
小林秀雄 昭和６３年５月『かわら版物語－江戸

時代マスコミの歴史－』雄山閣出版

※網かけは自然災害死史観を加味した史実

※月は陰暦で統一

維新前

安政大風災

平成２２年度
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「
緑
の
ハ
ー
ト
ロ
ー
ド
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
（
１６
面
参

照
）
で
「
緑
の
募
金
箱
」
を

置
く
道
の
駅
が
増
え
て
い

る
。
エ
コ
活
動
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
た
り
、
道
の
駅
に

「
緑
の
募
金
箱
」
を
設
置
す

る
な
ど
、
社
団
法
人
国
土
緑

化
推
進
機
構
と
本
紙
が
連
携

し
て
進
め
て
い
る
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
だ
。

北
海
道
白
糠
町
の
道
の
駅

「
し
ら
ぬ
か
恋
問
」
で
は
、

国
道
沿
い
の
恋
問
海
岸
な
ど

に
ハ
マ
ナ
ス
が
咲
き
始
め
観

光
客
の
姿
も
多
く
な
っ
た
７

月
に
入
り
、
募
金
に
応
じ
る

お
客
が
増
え
た
。「
道
の
駅
と

し
て
は
海
岸
の
清
掃
協
力
程

度
で
、
特
に
エ
コ
活
動
に
熱

心
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
緑
豊
か
な
国
土
に
と
い

う
趣
旨
が
素
敵
で
、
募
金
箱

を
置
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
私
も
少
し

で
す
が
募
金
し

ま
し
た
」
と
販

売
事
務
担
当
の

小
松
加
恵

さ

ん
。福

島
県
南
会

津
町
の
道
の
駅

「
た
じ
ま

」

は
、
昨
夏
の
岩

手
・
宮
城
内
陸

地
震
を
は
じ
め

大
き
な
災
害
時

に
は
必
ず
募
金

活
動
を
す
る
な

ど
、
も
と
も
と
社
会
貢
献
活

動
に
熱
心
だ
。

「
地
球
温
暖
化
防
止
の
エ

コ
活
動
は
出
来
る
こ
と
が
限

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
緑
の
山

が
迫
り
清
流
が
流
れ
る
散
策

路
が
好
評
な
駅
な
の
で
『
緑

の
募
金
』
に
協
力
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
」
と
販
売
担
当

の
福
田
セ
ツ
子
さ
ん
。

「
話
題
の
道
の
駅
」
（
１１

面
）
に
登
場
す
る
同
県
二
本

松
市
の
「
安
達
」
も
、
視
覚

障
害
者
や
途
上
国
支
援
の
募

金
活
動
を
し
て
お
り
「
知
恵

子
の
ふ
る
さ
と
」
ら
し
い
豊

か
な
緑
と
青
空
の
あ
る
駅
に

ふ
さ
わ
し
い
「
緑
の
募
金
」

協
力
を
思
い
立
っ
た
。

広
島
県
安
芸
太
田
町
の

「
来
夢
と
ご
う
ち
」
、
長
崎

県
西
海
市
の
「
さ
い
か
い
」、

大
分
県
豊
後
大
野
市
の
「
き

よ
か
わ
」
も
、
農
山
村
地
域

に
立
地
す
る
立
場
か
ら
「
新

鮮
な
農
産
物
直
売
や
荒
廃
の

進
む
山
林
の
再
生
、
周
辺
地

域
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
振
興
に
少
し
で
も
貢
献
し

た
い
」
と
募
金
を
始
め
た
。

道
の
駅
の
「
緑
の
募
金
」
活

動
は
、
Ｇ
Ｗ
の
大
型
連
休
に

エ
コ
活
動
を
展
開
し
た
千
葉

県
市
原
市
「
あ
ず
の
里
」
、

館
山
市
「
南
房
パ
ラ
ダ
イ

ス
」
、
埼
玉
県
深
谷
市
「
は

な
ぞ
の
」
で
も
継
続
実
施
。

他
に
も
５
駅
か
ら
募
金
箱
設

置
希
望
が
寄
せ
ら
れ
、
８
月

以
降
順
次
設
置
す
る
予
定
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
協
力

申
し
出
、
問
い
合
わ
せ
は「
緑

の
事
務
局
」
へ
。

Ｆ
Ａ
Ｘ

０３
｜
５
７
３
３
｜

２
７
８
２

ｅ
メ

ー

ル

i
t
o
@
r
o
u
t
e‐

p
r
e
s
s
２
１

s
t
.
j
p

昨
年
の
秋
、
新
潟
県
・
佐

渡
市
で
ト
キ
が
放
鳥
さ
れ
て

話
題
に
な
っ
た
。
最
近
は
、

雌
の
ト
キ
が
島
外
に
飛
ん
で

い
っ
て
し
ま
い
、
さ
ら
に
話

題
を
提
供
し
て
い
る
。

佐
渡
で
は
、
「
朱
鷺
と
暮

ら
す
郷
づ
く
り
」
が
行
わ
れ

て
い
る
。
ト
キ
の
餌
に
も
な

る
ド
ジ
ョ
ウ
や
魚
が
い
る
田

ん
ぼ
づ
く
り
が
進
み
、
ビ
オ

ト
ー
プ
を
設
置
し
た
り
、
ト

キ
認
証
米
も
売
れ
て
い
る
。

同
時
に
、
米
作
り
の
取
り
組

み
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外

の
取
り
組
み
も
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
る
。

島
の
特
産
物
と
し
て
有
名

な
「
お
け
さ
柿
」
や
「
佐
渡

牛
乳
」
を
、
「
朱
鷺
と
暮
ら

す
郷
づ
く
り
」
と
の
関
係

で
、
ど
の
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
消
費
者
は
、

外
見
と
味
で
お
け
さ
柿
を
選

ぶ
。
し
か
し
、
農
林
漁
業
関

係
者
は
、
ど
ん
な
環
境
へ
の

取
り
組
み
が
朱
鷺
と
の
関
係

性
で
可
能
な
の
か
、
知
恵
を

出
し
合
っ
て
い
る
。

島
内
の
放
牧
は
繁
殖
牛
で

あ
り
、
乳
牛
は
畜
舎
で
飼
わ

れ
て
い
る
。
朱
鷺
と
の
関
係

性
を
考
え
な
が
ら
、
ど
ん
な

取
り
組
み
が
可
能
か
。

さ
ら
に
、
沿
岸
漁
業
や
林

業
も
朱
鷺
と
の
関
係
で
ど
ん

な
取
り
組
み
を
す
べ
き
な
の

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

真
剣
な
模
索
が
続
い
て
い

る
。佐

渡
の
道
の
駅
は
一
時
、

経
営
不
振
か
ら
施
設
の
一
部

を
休
館
し
て
い
た
が
、
今
春

か
ら
物
販
コ
ー
ナ
ー
を
再
開

し
た
。
農
林
漁
業
者
が
模
索

す
る
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ

く
り
」
へ
の
様
々
な
取
り
組

み
を
、
ど
の
よ
う
に
表
現
す

る
の
か
、
道
の
駅
と
の
連
携

に
も
注
目
し
て
い
る
。
地
元

の
人
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
腕

の
見
せ
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

（
原
耕
造
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
生
物
多

様
性
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
理

事
長
）

全
国
の
道
の
駅
に
配
布
し

て
い
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の

本
紙
「
道
２１
世
紀
新
聞
」（
愛

称
ル
ー
ト
プ
レ
ス
２１
）
を
発

行
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法

人
「
人
と
道
研
究
会
」
は
、

道
の
駅
制
度
発
足
１５
周
年
の

今
年
、
「
道
の
駅
検
定
」
の

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
道

の
駅
は
全
国
の
登
録
が
９
０

０
カ
所
に
達
し
、
地
域
の
拠

点
、
地
域
の
顔
に
成
長
。
休

憩
機
能
、
情
報
発
信
機
能
、

地
域
連
携
機
能
の
登
録
３
条

件
を
超
え
て
さ
ら
に
多
様
に

進
化
し
て
お
り
、
検
定
は
、

道
の
駅
を
多
角
的
に
知
っ
て

も
ら
お
う
と
い
う
一
種
の
地

域
お
こ
し
事
業
だ
。

「
道
の
駅
検
定
」は
当
初
、

春
に
ス
タ
ー
ト
予
定
だ
っ
た

が
、
検
定
が
特
設
ウ
ェ
ブ
を

使
う
新
方
式
で
あ
り
、
第
１

ス
テ
ッ
プ
の
設
問
約
２
０
０

題
に
間
違
い
な
ど
が
な
い
よ

う
、
慎
重
に
関
係
者
ら
に
チ

ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
っ
て
い
る

た
め
、
本
格
始
動
は
９
月
実

施
に
な
る
見
込
み
だ
。

「
知
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
設

問
を
構
成
。
全
国
共
通
の
基

本
編
の
ほ
か
、
ブ
ロ
ッ
ク
単

位
の
地
域
編
に
分
か
れ
て
お

り
、
基
本
編
と
地
域
編
一
つ

で
合
格
点
を
取
れ
ば
第
１
ス

テ
ッ
プ
の
マ
ス
タ
ー
、
引
き

続
き
複
数
の
地
域
編
に
合
格

す
れ
ば
上
級
マ
ス
タ
ー
の
称

号
が
与
え
ら
れ
る
仕
組
み
。

人
気
漢
字
検
定
の
不
明
朗
運

営
が
刑
事
事
件
化
す
る
騒
ぎ

も
あ
っ
た
が
「
検
定
」
ブ
ー

ム
は
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
お

り
、
各
種
検
定
情
報
の
検
索

サ
イ
ト
が
出
来
た
り
、
面
白

検
定
の
ガ
イ
ド
や
対
策
本
も

出
版
さ
れ
て
い
る
。

昔
な
が
ら
の
技
能
検
定
な

ど
公
的
資
格
や
、
公
益
法
人

に
よ
る
語
学
や
経
理
、
情
報

処
理
技
術
な
ど
各
種
認
定
試

験
も
含
ま
れ
数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
だ
。
目
立
っ
て
増
え
て

き
た
地
域
起
こ
し
狙
い
の
ご

当
地
検
定
も
、
各
地
の
商
工

会
議
所
主
催
分
だ
け
で
約
８０

に
上
る
。

中
に
は
受
検
者
が
多
数
な

の
に
合
格
者
が
ご
く
少
数

で
、
難
し
す
ぎ
る
と
主
催
者

に
苦
情
が
殺
到
し
た
り
、
問

題
に
い
く
つ
も
間
違
い
が
見

つ
か
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る

ケ
ー
ス
も
出
て
い
る
。

社
団
法
人
日
本
橋
梁
建
設

協
会
は
、
平
成
２１
年
度
「
伊

藤
學
賞
」
候
補
者
を
公
募
し

て
い
る
。

長
年
に
わ
た
り
鋼
橋
関
連

業
務
に
従
事
し
、
わ
が
国
の

鋼
橋
技
術
の
進
歩
発
展
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
社
会
貢

献
に
も
尽
力
し
た
人
を
顕
彰

す
る
制
度
。
平
成
１９
年
度
に

創
設
さ
れ
、
同
協
会
会
長
も

務
め
た
わ
が
国
橋
梁
工
学
の

泰
斗
、
伊
藤
學
東
大
名
誉
教

授
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ

た
。鋼

橋
関
連
学
会
や
会
員
企

業
な
ど
の
推
薦
が
必
要
で
、

７
月
３１
日
締
め
切
り
。
詳
細

は
同
協
会
（
電
０３
・
３
５
６

１
・
５
２
２
５
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
拡
大
！

と
日
本
中
が

お
び
え
た
今
春
、
マ
ス
ク
以

外
に
も
う
一
つ
、
感
染
予
防

に
効
果
が
あ
る
、
と
の
口
コ

ミ
が
広
が
っ
て
一
時
品
切
れ

騒
ぎ
に
な
っ
た
商
品
が
あ
り

ま
し
た
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
株
式

会
社
安
全
環
境
研
究
所
（
本

社
・
東
京
都
千
代
田
区
）
が

開
発
し
昨
秋
か
ら
販
売
開
始

し
た
除
菌
・
消
臭
シ
ス
テ
ム

「
ア
ミ
ス
テ
ィ
Ⓡ

衛
生
水
」。

食
品
工
場
で
殺
菌
や
消
毒

に
使
わ
れ
て
い
る
「
弱
酸
性

次
亜
塩
素
酸
精
製
水
」
と
ほ

ぼ
同
成
分
で
す
が
、
独
自
に

生
成
装
置
の
開
発
に
成
功

し
、
一
般
消
費
者
や
サ
ー
ビ

ス
業
向
け
に
商
品
化
さ
れ
た

も
の
で
す
。

財
団
法
人
日
本
食
品
分
析

セ
ン
タ
ー
で
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
や
食
中
毒
を

起
こ
す
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
力
を
な
く
す
ほ
か
、
サ
ル

モ
ネ
ラ
菌
な
ど
９
種
類
の
有

害
細
菌
を
除
菌
し
カ
ビ
予

防
、
消
臭
効
果
も
高
い
こ
と

が
検
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

業
務
用
の
携
帯
型
強
力
噴

霧
器
や
、
胡
蝶
蘭
タ
イ
プ
の

据
え
置
き
型
自
動
噴
霧
装
置

も
あ
り
ま
す
が
、
在
庫
切
れ

が
相
次
ぐ
ほ
ど
に
な
っ
た
の

は
、
家
庭
用
５
０
０

ボ
ト

ル
（
標
準
価
格
１
５
７
５

円
）
や
１
０
０

ポ
ケ
ッ
ト

ス
プ
レ
ー
（
同
７
３
５
円
）

で
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

㈱
道
の
駅

企
画

☎
０３
｜
５
２
８
２
｜

２
３
３
２

開発も担当した同社叶佳

司専務は、次のように語っ

ています。

「新型インフルエンザ対

策を実証したのではありま

せんが、ワクチンとは違

い、同系統のＡ香港型など

一般的インフルエンザ（Ｈ

１Ｎ１）を３０秒で不活化（感

染力を失くす）することが

検証されましたので、新型

インフルエンザの感染も防

止すると評判になったので

しょう。目や口に入っても

安心ですのでぜひ、キッチ

ンのお手軽な除菌、トイレ

の悪臭やカビ防止など日常

的にお使いくださるよう期

待しております。ドライブ

の際、車内のクリーン化に

は最適です。またアレルギ

ー抑制効果（スギ花粉、ダ

ニ）があり、車内のアレル

ギー対策にも最適ですよ」

願
い
込
め
寄
金
の
輪

美しい心の道
「緑の募金箱」

アミスティー 衛生水

「緑のハートロードキャンペーン」

㈱安全環境研究所が開発、全国販売中

独
自
に
生
成
装

インフルエンザやノロウイルス対策に

置
を
開
発
し
、

Ⓡ

在
庫
切
れ
続
出

道
の
駅
検
定

「
知
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

胡蝶蘭（噴霧部）

「
伊
藤
學
賞
」

候
補
を
公
募

除菌・消臭
システム

５００スプレー

道
の
駅
「
た
じ
ま
」
の
レ
ジ
に
置
か
れ
た
「
緑
の
募
金
」
箱

５００ポンプ

「おけさ柿」

「佐渡牛乳」

特 産 物 も

アピールへ

キ
ッ
チ
ン
の
除
菌

ト
イ
レ
の
防
臭

カ
ビ
防
止
に
も
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土佐和紙発祥の地として知られる同町。

身がしまり旨みがギュッと凝縮した特産のキジ肉でダシ

をとり地元産野菜もたっぷりの「きじカレー」（９８０円）が

食べられる。

四国山地の中央部に位置し、山岳観光の拠点となってい

る駅で、四季折々の眺望が自慢の宿泊温泉施設「木の香温

泉」も併設されていてリピーターが多い。（松山道・いよ

西条ＩＣからＲ１９４）

同町は海産物が豊富。駅の「ほっき貝カレー」（７５０円）

は、注文を受けてから新鮮なホッキ貝を調理する。柔らか

いほっき貝フライと辛いルーがよくマッチしている。

駅から利尻島をウィンドウに映しながら３０分ほど車を走

らせると、初山別村内にある日本最北の天文台「しょさん

べつ天文台（☎０１６４・６７・２５３９）」に到着する。（留萌深川道

・幌糠ＩＣからＲ２３２）

夏といえばカレー。何故か食事時ともな

ると、スパイスが利いたカレーが無性に食

べたくなる。ところ変われば、具もルーも

さまざまに変わるカレー。ドライブ中に立

ち寄る道の駅の「お勧めカレー」て夏バテ

を撃退し、この

夏を爽快に乗り

切ろう！

小見出しはカレーメニュー、所

在地、最寄りの道の駅、駅の電話

番号の順。価格は税込み。文末の

カッコ内は、高速道路ＩＣから道

の駅に至る主なルート。
たい しゅう がき

特産の白桃・ニューピオーネ・太秋柿の３種類の果物を

使ったレトルトカレー（各５２５円）＝写真＝を販売してい

る。太秋柿は種が少なく果汁が豊富、糖度１６～１８度の甘さ

で大玉なのが魅力。

市内には１２０年前の農家を改築した宿泊施設「能登香の

里・小房（☎０８６８・７６・０８５５）」や、郷土料理体験ができる

「愛の村パーク（☎０８６８・７８・０２０２）」がある。（中国道・美

作ＩＣから美作奈義線）

富山県西部に位置し、新潟・米原を結ぶ交通の要所にあ

る駅。

「富山湾の白い宝

石」と称される白え

び（体長４～７㌢）を

用いたレトルトの

「白えびカレー」（５

７８円）＝写真＝と「富

山白えびホワイトカ

レー」（５２５円）が土産

品として好評。

毎年１０月１日には新湊曳山まつりが催され、曳山目当て

に観光客が訪れる。（北陸道・小杉ＩＣからＲ８）

や みぞ さん

八溝山のふもとにある茨城県北部の駅。

駅の人気メニュー「しゃもカレーライス」（８００円）のル

ーは、しゃものガラをじっくり煮込んだスープがベースに

なっている。溶けるまで煮込んだタマネギと角切りのニン

ジンが、しゃもとマッチしていると評判。

駅周辺は「袋田の滝」や「竜神橋」といった名所があり、

観光客が多く訪れる。（常磐道・那珂ＩＣからＲ１１８）

同市の特産、バラ科のマルメ

ロを使った「マルメロチキンカ

レー」（６５０円）は、ほんのりと

した甘みとマルメロ独特の酸味

の効いた味わいが特長。地元農

家と契約したマルメロで、土産

用にレトルトカレー（４８０円）

＝写真＝も販売している。（東

北道・碇ヶ関ＩＣからＲ７）

紫色の花が咲き＝写真＝、薬用や染料として古くから重

宝されてきたサフラン。同市はそのサフランの生産量が日

本一。

「サフランカレー」は甘口が

８４０円、辛口・キーマカレー・

ハッシュドビーフは９４５円（す

べてサラダとシャーベットつ

き）。ライスは白いご飯か黄色

いサフランライスか選べる。

市内には「荒城の月」の作曲

家・滝廉太郎が１２歳から１４歳ま

で暮らした家が「滝廉太郎記念

館（☎０９７４・６３・０５５９）」として

残っている。（大分道・大分光

吉ＩＣからＲ４４２）

「雨よけほうれんそう」を用いた美しいグリーン色主体

のカレーが「ほうれんそうカレー」（７５０円）＝写真。降雨

による品質劣化を防ぐため簡易ビニールハウス内で栽培さ

れた「雨よけほうれんそう」は、１９８８年の全国農林水産祭

で天皇賞を受賞している。

駅は標高２０３８㍍の岩手山のお膝元にあり、１７３２年の岩手

山噴火でできた「焼走り溶岩流」までは車で約１５分。（東

北道・西根ＩＣからＲ２８２）

駅で食べられる「はまぐりカレー」（サラダ・デザート

付き８００円）はワインで生臭みをとってあり、こくと甘み

のある手作りルーと相性がいい。

市内には「野菊の墓」の作者・伊藤左千夫の生家があり、
さん む し

生家に隣接する「山武市歴史民俗資料館（☎０４７５・８２・２８４

２）」には左千夫に関する資料が展示されている。（千葉東

金道・山武成東ＩＣから松尾蓮沼線）

ほっき貝カレー

マルメロカレー

ほうれんそうカレー

薬膳カレー

しゃもカレー

はまぐりカレー

カレーラーメン

白えびカレー

黒米カレー

鳥取カレー

雑穀ブームで話題の古代米・黒米を使った「黒米カレ

ー」（サラダ付き８００円）は、ほんのり紫色でもっちり食感

がいい。県選定の「奈良のうまいもの」創作料理７品の一

つで、平日１０食・土日祝２０食限定。

駅前にある「大塔郷土館（☎０７４７・３５・００８５）」では、「カ

レーにゅうめん定食」（８８０円）が食べられる。（西名阪道

・柏原ＩＣか南阪奈道・葛城ＩＣからＲ２４経由Ｒ１６８）

「やっちくふるさと村」の愛称で知られ、観光用ダチョ

ウ牧場＝写真＝がある県北東部の駅。

ほどよい辛さの「ダチョウカレー」（サラダつき８００円）、

「ダチョウサイ

コロステーキカ

レー」（サラダ

つき１０００円）、

「ダチョウカレ

ーそば・うど

ん」（サラダつ

き８８０円）はク

セがなく食べや

すい。

「やっちく」とは「やっていこう」の意味の方言「やっ

ちくい」からつくった造語。駅では１１月中旬と４月上旬の

年２回、「やっちくふるさとまつり」が開かれる。（都城志

布志道・松山ＩＣから飯野松山都城線）

「越後富士」の異名を持つ妙高山（標高２４５４㍍）をいた

だく長野県境に位置する同市。

「ごはん処ミサ」では、牛肉、ニンジン、タマネギとシ

ンプルな具材ながら王道を行く「カレーラーメン」＝写真

＝（半玉６００円、並８００円、大盛９００円）が食べられる。定

番の「カレーラ

イス」（生野菜

と味噌汁付き７０

０円）もある。新

潟ラーメン博に

も出展している

「ミサ」はラーメ

ン好きの間では

有名。（上信越道

・新井スマート

ＩＣからＲ１８）

駅の薬膳レストラン「ローワン」ではタケノコ、ワラビ、

ミズナ、ヤマトイモなど旬の地元の野菜を使った「菜食薬

膳的カレー」（８８０円）を提供している。

天然ヤマイモに匹敵するほど粘りの強いヤマトイモを皮

ごと練り込み、モチモチした歯ごたえの手作りパンも駅で

は売られていて、午後には売り切れてしまうほどの人気。

同町は出雲大社がある出雲市の南にあり、特別天然記念

物オオサンショウウオの生育地として知られる。（中国道

・三次ＩＣからＲ５４）

一人当たりのカレールー消費量が県庁所在地で全国一の

同市。「鳥取カレー倶楽部」認定レストランの「かわら亭」

が駅にある。「季節の野菜カレー」（７８０円）、「チキンカレ

ー」（８８０円）、「カツカレー」（９８０円）、「ステーキカレー」

（１８９０円）とメニューは豊富。
うら どめ かい がん

３０分ほど車を走らせて隣接する岩美町の「浦富海岸、〝山

陰の松島〟島めぐり遊覧船（☎０８５７・７３・１２１２）」乗り場に

行けば「イカ墨カレー」（６５０円）が食べられる。（中国道

・作用ＩＣからＲ３７３経由Ｒ５３）

同町は新潟県境に位置する会津の西の玄関口で、北には

飯豊連峰が連なる。
いちい

駅のレストラン「ふるさと薬膳櫟」の「手作り薬膳カレ

ー」（７５０円）は、夏はトマトやキュウリ、秋はユウガオ、

冬は大根、と旬の野菜を用い、牛・豚肉を１６種類以上のス

パイスで煮込んでいて、食べると体が癒される。駅の直売

所では「にしあいづ健康ミネラル野菜」を販売している。

（磐越道・西会津ＩＣからＲ４９）

岡山フルーツカレー

菜食薬膳的カレー

きじカレー

サフランカレー

ダチョウカレー

道
の
駅
８
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松山 ☎０９９４・８７・３８００

竹田 ☎０９７４・６６・３５５３

木の香 ☎０８８・８６９・２３００

鹿児島県志布志市

大分県竹田市

高知県いの町

ダチョウカレー

サフランカレー

きじカレー

１５

１４

１３

彩菜茶屋 ☎０８６８・７２・８３１１

赤来高原 ☎０８５４・７６・２００７

岡山県美作市

島根県飯南町菜食薬膳的カレー

岡山フルーツカレー

１２

１１

吉野路大塔 ☎０７４７・３５・０３１１

清流茶屋かわはら ☎０８５８・８５・５３３１

カモンパーク新湊 ☎０７６６・８３・０１１１

奈良県五條市

鳥取市

富山県射水市

黒米カレー

鳥取カレー

白えびカレー

９

８

１０

オライはすぬま ☎０４７５・８０・５０２０

あらい ☎０２５５・７０・１０２１

奥久慈だいご ☎０２９５・７２・６１１１

千葉県山武市

新潟県妙高市

茨城県大子町

カレーラーメン

はまぐりカレー

しゃもカレー

６

７

５

にしあいづ ☎０２４１・４８・１５１２

にしね ☎０１９５・７５・００７０

福島県西会津町

岩手県八幡平市ほうれんそうカレー

薬膳カレー４

３

てしお ☎０１６３２・９・２１５５

いかりがせき ☎０１７２・４９・５０２０

北海道天塩町

青森県平川市

ほっき貝カレー

マルメロカレー

10

１

１

２










Ｃ
版
Ｍ
版
Ｙ
版
親
版

14

13

12
11

10

７

４

１

２

５８

６

２

４

６

３

７

５

１４

12

３

15

８

11

13

１５

９

９ 

7

月

31

日





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播
州
織
で
知
ら
れ
る
西
脇

市
は
中
国
山
地
に
近
い
。
東

経
１
３
５
度
（
子
午
線
）
と

北
緯
３５
度
の
交
差
点
に
あ

り
、
自
称
「
日
本
の
へ
そ
」。

そ
れ
に
し
て
も
、
お
よ
そ
道

の
駅
ら
し
く
な
い
ネ
ー
ミ
ン

グ
で
あ
る
。
脱
サ
ラ
駅
長
の

大
谷
光
治
さ
ん
（
５７
）
も
「
よ

く
聞
か
れ
、
説
明
に
手
間
取

り
ま
す
」
と
苦
笑
い
す
る
。

瀬
戸
内
海
に
面
す
る
兵
庫

県
明
石
市
と
日
本
海
側
の
京

都
府
舞
鶴
市
を
つ
な
ぐ
国
道

１
７
５
号
沿
い
に
駅
舎
が
で

き
た
の
は
２
０
０
２
年
９

月
。
そ
の
４
年
前
、
西
脇
市

と
隣
の
多
可
町
を
「
屋
根
の

な
い
博
物
館
」
と
し
、
自
然

や
遺
跡
な
ど
を
生
か
し
て
地

域
活
性
化
を
め
ざ
す
田
園
空

間
博
物
館
事
業
を
立
ち
上
げ

た
。
こ
ち
ら
は
農
林
水
産
省

の
肝
い
り
。
こ
の
と
き
運
営

主
体
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
北
は
り
ま
田

園
空
間
博
物
館
」
が
、
や
が

て
市
費
約
３
億
５
０
０
０
万

円
を
投
じ
、
天
神
池
の
一
部

を
埋
め
て
建
つ
こ
と
に
な
る

道
の
駅
の
経
営
も
任
さ
れ

た
、
と
い
う
次
第
だ
。

そ
の
せ
い
で
、
駅
の
運
営

も
市
民
活
動
色
が
強
い
。

♪
で
ん
く
る
く
ー
ん

こ
ん
に
ち
は

♪
た
の
し
い
い
ち
に
ち

げ
ん
き
よ
く

特
産
品
売
り
場
や
レ
ス
ト

ラ
ン
と
２
棟
に
分

か
れ
た
約
８
０
０

平
方
㍍
の
駅
に
入

る
と
、
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
で
ん
く
る
」

と
、
駅
ソ
ン
グ「
で

ん
く
る
君
」
の
明

る
く
テ
ン
ポ
の
よ

い
メ
ロ
デ
ィ
ー
が

迎
え
て
く
れ
る
。

約
１
２
０
人
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
市
民
メ

ン
バ
ー
の
ひ
と
り

が
作
っ
た
曲
だ
。

自
前
の
歌
を
持
つ

駅
も
ま
た
少
な
い
。

情
報
コ
ー
ナ
ー
に
は
昼

間
、
会
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

常
駐
し
、
「
鳥
取
県
へ
は
こ

の
ル
ー
ト
で
」
な
ど
と
道
案

内
。
田
園
空
間
博
物
館
に
約

２
０
０
も
散
ら
ば
る
サ
テ
ラ

イ
ト
（
名
所
・
旧
跡
）
の
観

光
地
紹
介
も
ぬ
か
り
な
い
。

神
戸
（
三
宮
）
発
着
で
サ
テ

ラ
イ
ト
巡
り
と
農
業
体
験
ツ

ア
ー
を
年
８
回
も
企
画
す
る

ほ
か
、
京
阪
神
で
都
市
と
農

村
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
食
と

農
の
研
究
所
」
と
協
働
で
毎

月
、
神
戸
市
灘
区
の
商
店
街

で
北
播
磨
産
の
米
や
野
菜
な

ど
を
出
張
販
売
す
る
な
ど
意

欲
的
だ
。

大
阪
、
神
戸
、
姫
路
な
ど

か
ら
車
で
１
時
間
も
あ
れ
ば

着
く
だ
け
に
、
昨
年
度
は
２８

万
人
が
訪
れ
た
。
来
年
４
月

に
は
２
０
０
万
人
達
成
を
見

込
む
。
播
州
織
の
帽
子
・
エ

プ
ロ
ン
、
地
元
産
の
金
ご

ま
、
キ
ク
イ
モ
、
巻
き
寿
司

な
ど
が
人
気
だ
。
レ
ス
ト
ラ

ン
で
は
、
黒
田
庄
牛
の
コ
ロ

ッ
ケ
も
定
評
が
あ
る
。

大
谷
さ
ん
は
明
石
市
生
ま

れ
。
大
学
を
出
て
勤
め
た
ア

ル
ミ
製
品
メ
ー
カ
ー
の
西
脇

工
場
に
赴
任
し
た
の
が
き
っ

か
け
で
第
２
の
ふ
る
さ
と

に
。
「
超
高
齢
社
会
は
目
の

前
。
で
も
、
若
い
人
が
残
り

ま
せ
ん
。
仕
事
が
な
い
か

ら
。
特
産
品
の
創
造
や
地
域

文
化
の
見
直
し
で
交
流
人
口

を
増
や
し
、
高
齢
者
が
元
気

に
な
り
、
若
者
も
集
ま
る
、

住
み
や
す
い
地
域
に
し
て
い

き
た
い
」
。
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
事
務
局
長
も
兼

ね
る
駅
長
の
夢
で
あ
る
。

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
か
ら
わ
ず

か
２
年
後
の
１
９
９
１
年
に
ベ
ル

リ
ン
で
の
会
議
に
出
席
し
た
際
、

休
日
を
利
用
し
て
レ
ン
タ
カ
ー
で

ド
レ
ス
デ
ン
に
出
か
け
て
み
ま
し

た
。
友
人
は
留
学
時
代
に
左
ハ
ン

ド
ル
の
経
験
が
あ
り
、
彼
が
運

転
、
私
が
ナ
ビ
と
い
う
わ
け
で

す
。壁

崩
壊
の
直
後
で
す
か
ら
、
あ

ち
こ
ち
に
ま
だ
ま
だ
旧
東
ド
イ
ツ

の
雰
囲
気
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
わ
れ
わ
れ

の
ワ
ー
ゲ
ン
と
す
れ
違
う
ト
ラ
バ

ン
ト
で
し
た
。
車
体
の
一
部
に
紙

の
集
合
材
を
使
っ
た
と
言
わ
れ
、

混
合
油
を
用
い
る
ツ
ー
サ
イ
ク
ル

エ
ン
ジ
ン
の
ス
ピ
ー
ド
も
出
な
い

小
さ
な
車
に
、
大
き
な
ド
イ
ツ
人

が
体
を
す
く
め
る
よ
う
に
し
て
乗

っ
て
い
ま
し
た
。

旧
時
代
に
は
こ
の
車
で
も
１０
年

待
ち
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
か

ら
、
乗
っ
て
い
た
ド
イ
ツ
人
は
共

産
党
の
幹
部
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と

思
い
な
が
ら
眺
め
た
も
の
で
す
。

あ
の
優
秀
な
ド
イ
ツ
人
で
も
制
度

を
間
違
う
と
こ
ん
な
こ
と
に
な
る

の
か
と
、
窮
屈
な
姿
勢
を
気
の
毒

に
思
い
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

実
は
、
そ
の
ド
ラ
イ
ブ
で
も
っ

と
も
驚
い
た
の
は
、
ひ
び
割
れ
だ

ら
け
の
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
で
し
た
。

西
ド
イ
ツ
の
完
全
な
路
面
に
比
べ

て
、
ヒ
ト
ラ
ー
時
代
そ
の
ま
ま
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
が
網
目
の
よ

う
に
ひ
び
割
れ
を
起
こ
し
、
そ
の

隙
間
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
充
填
し

て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
で
は
高
速

で
走
れ
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
主
義
体
制
は
、
イ
ン
フ
ラ
を

見
事
に
無
視
し
て
い
た
の
だ
と
分

か
り
ま
し
た
。

高
速
で
走
れ
な
い
こ
と
か
ら
く

る
不
利
益
は
み
ん
な
で
少
し
ず
つ

共
有
し
ま
す
か
ら
、
ど
れ
だ
け
の

損
失
を
被
っ
て
い
る
の
か
、
な
か

な
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
放

置
す
る
と
い
う
の
が
社
会
主
義
の

東
で
起
こ
り
、
そ
れ
に
対
し
資
本

主
義
の
西
で
は
路
面
は
完
璧
に
管

理
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
年
々

充
実
し
て
い
っ
た
の
と
の
違
い

は
、
実
に
奇
妙
な
印
象
で
し
た
。

旧
東
ド
イ
ツ
の
ア
ウ
ト
バ
ー
ン

に
唯
一
ピ
カ
ピ
カ
の
新
品
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
路
側
に
設
置
し

た
非
常
電
話
で
し
た
。
新
生
ド
イ

ツ
は
、
非
常
電
話
も
な
い
ア
ウ
ト

バ
ー
ン
は
放
置
で
き
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
わ
ず
か
２
年
の
間
に

一
挙
に
整
備
し
た
の
で
し
た
。
し

か
し
、
旧
東
ド
イ
ツ
の
国
民
は
不

幸
な
こ
と
に
、
基
本
的
な
安
全
装

置
を
欠
く
道
路
利
用
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

わ
れ
わ
れ
も
旧
東
ド
イ
ツ
の
よ

う
に
イ
ン
フ
ラ
欠
如
の
不
利
益
を

皆
で
耐
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

を
改
善
し
て
生
活
を
よ
く
し
て
い

く
積
極
的
な
姿
勢
を
持
ち
た
い
も

の
だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

九
州
の
屋
根
・
九
重
連
山
の
鳴

子
川
渓
谷
に
架
か
る
九
重
夢
大
吊

橋
（
大
分
県
九
重
町
）
は
観
光
吊

橋
で
あ
る
。
谷
底

か
ら
の
高
さ
１
７

３
㍍
、
長
さ
３
９

０
㍍
、
幅
１
・
５

㍍
の
吊
り
橋
は
歩

行
者
専
用
と
し
て

は
日
本
一
の
規
模

で
あ
る
。

同
町
に
は
長
者
原
、
宝
泉
寺
な
ど
１０

余
り
の
野
趣
あ
ふ
れ
る
温
泉
が
あ
り
、

新
緑
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
、
紅
葉
、
ス

キ
ー
な
ど
四
季
を
通
し
て
自
然
が
一
杯

だ
が
、観
光
の
目
玉
が
な
か
っ
た
。国
県

の
補
助
な
し
で
挑
戦
し
た
の
が
こ
の
観

光
吊
橋
、工
費
２０
億
円
の
冒
険
だ
っ
た
。

完
成
し
た
の
は
２
０
０
６（
平
成
１８
）

年
、
地
元
が
年
間
の
利
用
者
３０
万

人
を
見
込
ん
だ
事
業
、
ふ
た
を
開

け
て
み
た
ら
開
通
後
５
カ
月
余
り

で
１
０
０
万
人
を

突
破
、
今
年
７
月

現
在
の
利
用
者
は

４
６
４
万
人
を
記

録
し
て
い
る
。き

ゅ
う

橋
上
か
ら
九

す
い
け
い

酔
渓
、
鳴
子
川
渓

谷
、
日
本
の
滝
百

し
ん
ど
う

た
き

選
の
震
動
の
滝
な
ど
を
眺
め
な
が
ら
往

復
１３
分
の
天
空
の
散
歩
が
楽
し
め
る
。

一
日
１
万
８
０
０
０
人
が
集
ま
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
春
秋
の
週
末
に
は
行
列
が

で
き
、
往
復
に
３０
分
は
か
か
る
。

夢
大
吊
橋
が
出
会
い
の
場
だ
っ
た
新

婚
カ
ッ
プ
ル
が
「
結
婚
記
念
渡
り
初

め
」
を
し
た
こ
と
も
あ
る
。

⑥

大石久和

九重夢大吊橋

旧
東
ド
イ
ツ
か
ら
学
ぶ

夢
を
叶
え
た
天
空
の
散
歩
道

黒田庄和牛って、ご存知ですか。ウ～ン。大方は首をひね
る。神戸牛は？ と聞けば、おいしさに、つい身を乗り出す
だろう。神戸ビーフの素牛（もとうし）産地のひとつが、兵
庫県西脇市。そこで活躍するのが、全国でも珍しいＮＰＯ運
営の道の駅「北はりまエコミュージアム」だ。

道
の
駅
「
北
は
り
ま
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

「
子
午
線
」
の
街
に

踊
る
イ
メ
ソ
ン

神
戸
牛
の
ル
ー
ツ
で
コ
ロ
ッ
ケ
人
気

■経営形態＝ＮＰＯ法人北はりま

田園空間博物館（丸山好一代表理

事）■営業時間と定休日＝売店：午

前９時～午後７時（１２月～２月午前

９時～午後６時）／レストラン午後

５時まで。火曜休み。８月無休■駐

車＝普通５０台、障害者用２台、大型

３台■中国自動車道滝野社インター

から国道１７５号経由で約１５分■〒６７７

‐００２２兵庫県西脇市寺内天神池５１７‐１

（☎０７９５・２５・２３７０）。

す
っ
き
り
し
た
外
観
の
「
北
は
り
ま
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」。
手
前
が
天
神
池
。
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光
太
郎
は
詩
集
「
智
恵
子

抄
」
の
中
の
一
編
「
あ
ど
け

な
い
話
」
で
こ
う
も
詠
ん

だ
。
「
阿
多
多
羅
（
あ
た
た

ら
）
の
山
の
上
に
／
毎
日
出

て
い
る
青
い
空
が
／
智
恵
子

の
ほ
ん
と
の
空
だ

と

い

う
」
。
こ
の
句
の
よ
う
に
、

約
３
万
平
方
㍍
の
ゆ
っ
た
り

し
た
敷
地
の
駐
車
場
か
ら
は

安
達
太
良
の
山
容
が
一
望
で

き
る
。
弓
状
の
形
を
し
た
本

体
建
物
は
天
井
近
く
に
大
き

な
窓
を
切
っ
て
あ
り
、
陽
光

が
た
っ
ぷ
り
降
り
注
ぐ
。

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
ト
イ
レ
施
設
の
充
実
。「
お

も
て
な
し
ト
イ
レ
」
と
名
づ

け
、
清
潔
と
快
適
さ
に
人
一

倍
気
を
遣
っ
て
い
る
。
道
の

駅
相
談
役
の
坂
本
嘉
子
夫

（
か
ね
お
）
さ
ん
は
「
訪
れ
る

人
の
８０
％
が
ト
イ
レ
を
利
用

し
ま
す
。
ト
イ
レ
施
設
の

質
、
量
と
も
日
本
一
ク
ラ
ス

だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
」
と

話
す
。

智
恵
子
の
言
う
「
ほ
ん
と

の
空
」
の
下
、
採
れ
た
て
の

二
本
松
自
慢
の
農
産
物
が

「
や
さ
い
家

駅
菜
都
（
え

き
さ
い
と
）
」
で
直

売
さ
れ
て
い
る
。
地

元
の
旬
な
野
菜
、
果

物
、
生
花
、
漬
物
な

ど
が
新
鮮
な
う
ち
、

す
べ
て
生
産
者
名
入

り
の
責
任
を
も
っ
て

商
わ
れ
る
。
産
直
品

を
無
添
加
で
加
工
し

た
品
も
販
売
さ
れ
、

特
に
人
気
が
高
い
の

は
手
作
り
の
油
揚
げ

４
～
５
枚
１
袋
（
２

０
０
㌘
）
１
９
５
円

（
税
込
み
）
、
ユ
ニ
ー
ク
な

の
が
「
あ
わ
ま
ん
じ
ゅ
う
」。

こ
れ
は
福
島
県
南
西
部
の
会

津
柳
津
（
や
な
い
づ
）
地
方

の
伝
統
銘
菓
で
、
今
か
ら
１

８
０
年
ほ
ど
前
、
柳
津
が
相

次
い
で
天
変
地
異
に
襲
わ
れ

困
り
果
て
た
住
民
が
「
も
う

こ
れ
以
上
、
災
難
に
ア
ワ
ナ

イ
よ
う
に
」
と
願
を
込
め
て

お
寺
に
奉
納
し
た
も
の
。
地

元
老
舗
の
岩
井
屋
が
こ
こ

「
安
達
」
で
も
製
造
販
売
を

行
い
、
ま
ん
じ
ゅ
う
を
蒸
す

湯
気
が
い
つ
も
本
体
建
物
か

ら
立
ち
昇
っ
て
い
る
。
１
個

税
込
み
８０
円
。

二
本
松
の
旧
安
達
町
上
川

崎
地
区
は
１
０
０
０
年
余
の

歴
史
を
誇
る
和
紙
の
産
地
で

有
名
。
こ
れ
を
現
代
に
伝
え

る
た
め
建
物
内
に
は
和
紙
伝

承
館
が
設
け
ら
れ
、
紙
す
き

の
体
験
や
、
和
紙
を
素
材
に

し
た
し
お
り
、
う
ち
わ
な
ど

の
工
芸
品
作
り
体
験
を
随
時

楽
し
め
る
。

◆
道
の
駅「
あ
だ
ち
」ち
え
こ

の
さ
と

福
島
県
二
本
松
市

下
川
崎
３３
｜
１

▽
営
業
時

間

駅
菜
都
９
時
～
１８
時

（
岩
井
屋
だ
け
～
１７
時
）
、

レ
ス
ト
ラ
ン
１０
時
～
１９
時
か

２０
時
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
７
時

～
２０
時
、
和
紙
伝
承
館
９
時

～
１７
時
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
７
時
～
２１
時
▽
休
業
日

１
月
１
日
の
み

☎
０
２
４

３
｜
６１
｜
３
１
０
０

道
の
駅
「
む
な
か
た
」
は
２
０
０
８
年
４

月
、
九
州
・
沖
縄
地
区
で
記
念
す
べ
き
１
０

０
番
目
の
道
の
駅
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。

九
州
自
動
車
道
の
若
宮
イ
ン
タ
ー
、
古
賀
イ

ン
タ
ー
の
ど
ち
ら
か
ら
で
も
車
で
３０
分
。
福

岡
市
と
北
九
州
市
を
結
ぶ
海
岸
線
の
国
道
４

９
５
号
沿
い
に
あ
り
、
白
砂
青
松
百
選
に
選

ば
れ
た
樹
齢
２
０
０
年
以
上
の
黒
松
並
木
が

５
㌔
続
く
「
さ
つ
き
松
原
」
や
、
小
説
「
無

法
松
の
一
生
」
に
描
か
れ
た
玄
界
灘
の
広
が

り
を
一
望
で
き
る
。

「
古
事
記
」
「
日
本
書
紀
」
に
登
場
し
、

交
通
安
全
の
神
様
と
し
て
有
名
な
「
宗
像
大

社
」
の
ほ
か
、
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
地

域
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
宗
像
・
沖
ノ

島
と
関
連
遺
産
群
」
、
弘
法
大
師
・
空
海
が

開
基
し
た
古
刹
「
鎮
国
寺
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ

車
で
５
分
圏
内
に
あ
り
、
歴
史
・
文
化
も
楽

し
め
る
。

「
一
押
し
は
、
や
は
り
大
陸
棚
と
対
馬
海

流
の
流
れ
に
よ
っ
て
世
界
有
数
の
漁
場
と
な

っ
て
い
る
玄
界
灘
の
荒
波
に
も
ま
れ
た
活
き

の
い
い
鮮
魚
で
す
ね
。
近
隣
に
は
福
岡
県
内

屈
指
の
漁
獲
高
を
誇
る
鐘
崎
漁
港
を
は
じ
め

神
湊
、
大
島
、
地
島
の
漁
港
が
あ
り
、
物
産

直
売
所
で
は
毎
日
鮮
度
バ
ツ
グ
ン
の
魚
介
類

を
市
場
価
格
の
１
～
２
割
安
で
販
売
し
て
い

ま
す
」
と
、
笑
顔
の
素
敵
な
山
﨑
館
長
は
胸

を
張
る
。

実
際
、
物
産
直

売
所
「
み
あ
れ
玄
海
」
の
売
場
面
積
の
３
分

の
１
程
度
を
水
産
物
が
占
め
、
加
工
コ
ー
ナ

ー
で
は
３
枚
お
ろ
し
の
実
演
を
行
い
、
魚
の

お
い
し
い
食
べ
方
も
伝
授
し
て
く
れ
る
。
宗

像
市
商
工
会
が
認
定
し
た
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド

「
季
良
里
（
き
ら
り
）
」
コ
ー
ナ
ー
も
品
揃

え
が
あ
り
、
併
設
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
「
玄

海
茶
漬
け
」
（
６
０
０
円
）
が
人
気
メ
ニ
ュ

ー
だ
。

夏
場
は
透
明
度
の
あ
る
砂
浜
で
海
水
浴
が

楽
し
め
、
旬
の
ヤ
リ
イ
カ
、
サ
ザ
エ
、
キ
ス
、

イ
サ
キ
と
い
っ
た
「
海
の
幸
」
、
枝
豆
、
モ

モ
、
ス
イ
カ
、
レ
タ
ス
、
ナ
ス
と
い
っ
た「
山

の
幸
」
が
購
入
で
き
る
。

ま
た
１０
月
１
日
に
は
宗
像
大
社
の
秋
の
大

祭
で
、
約
２
０
０
隻
の
漁
船
が
大
島
港
か
ら

神
湊
ま
で
海
上
パ
レ
ー
ド
し
て
圧
巻
な
「
み

あ
れ
祭
り
」
が
見
も
の
だ
。

施
設
の
敷
地
面
積
は
１
万
３
６
９
１
平
方

㍍
。
約
２
０
０
台
分
の
駐
車
場
が
整
っ
て
お

り
、
館
内
中
央
と
休
憩
施
設
内
の
２
ヵ
所
に

情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。
特
に
館
内
中

央
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
案
内

に
よ
る
観
光
情
報
が
受
け
ら
れ
る
。

山
﨑
館
長
は
「
こ
こ
で
は
道
路
情
報
提
供

施
設
を
は
じ
め
、
観
光
情
報
発
信
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
九
州
や
全
国
に
情
報
発

信
し
て
い
ま
す
。
地
元
宗
像
の
『
海
の
幸
』

『
山
の
幸
』
に
こ
だ
わ
っ
た
道
の
駅
『
む
な

か
た
』
に
是
非
と
も
お
立
ち
寄
り
を
」
と
呼

び
か
け
て
い
る
。

東
京
に
は
空
が
な
い
、
と
言
っ
た
詩

人
・
彫
刻
家
、
高
村
光
太
郎
の
妻
智
恵
子
（
１
８

８
６
～
１
９
３
８
）。
そ
の
智
恵
子
の
古
里
と
生
家
が
近
く

に
あ
る
こ
と
か
ら
「
智
恵
子
の
里
」
と
い
う
名
を
添
え
て
い
る
。

福
島
市
と
郡
山
市
と
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
た
る
二
本
松
市
に
あ
り
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や

２４
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ

ニ
ま
で
備
え
た
高
速
道

路
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
並

み
の
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
が
売
り
だ
。

道
２１
世
紀
新
聞
で
は
、
毎
号
「
人
と
道
」
に
関
す
る
読

者
の
ご
意
見
を
募
集
し
、
人
と
道
の
あ
り
方
を
共
に
考
え

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

第
２４
号
は
『
道
の
駅
の
情
報
発
信
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
』
を
実
施
し
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、

道
２１
世
紀
新
聞
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
行
政

や
「
道
の
駅
」
関
連
諸
団
体
に
も
提
供
し
、
今
後
の
「
道

の
駅
」
な
ら
び
に
近
隣
地
域
活
性
化
に
供
す
る
資
料
と
し

て
活
用
い
た
だ
く
こ
と
を
働
き
か
け
ま
す
。

ご
回
答
は
す
べ
て
統
計
的
に
処
理
し
、
結
果
の
み
を
公

表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る

こ
と
は
一
切
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ど
し
ど
し
遠
慮
な
い

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
回
答
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で

３０
名
様
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

「道の駅の情報」についてのアンケート

Ｑ１．「道の駅」では、色々な情報を発信していますが、あなたはどのよ

うな情報を利用していますか？（いくつでも）

①道路・交通情報 ②周辺地域の情報 ③周辺地図

④特産品等の情報 ⑤災害等の情報 ⑥医療機関の情報

⑦天気情報 ⑧近隣の道の駅情報 ⑨イベント情報

⑩その他（ ）

Ｑ２．最もよく利用しているのはどのような情報ですか？（一つだけ）

①道路・交通情報 ②周辺地域の情報 ③周辺地図

④特産品等の情報 ⑤災害等の情報 ⑥医療機関の情報

⑦天気情報 ⑧近隣の道の駅情報 ⑨イベント情報

⑩その他（ ）

Ｑ３．今後、更に充実させて欲しいと思うのは、どのような情報ですか？

①道路・交通情報 ②周辺地域の情報 ③周辺地図

④特産品等の情報 ⑤災害等の情報 ⑥医療機関の情報

⑦天気情報 ⑧近隣の道の駅情報 ⑨イベント情報

⑩その他（ ）

Ｑ４．あなたは道の駅でどのようにして情報を得ていますか？

①駅長・スタッフや案内人から ②案内板・掲示板等

③検索できる情報端末 ④ＴＶ・ビデオ放映

⑤パンフレット等の無料印刷物 ⑥新聞等無料の出版物

⑦展示物 ⑧地元の利用者から ⑨その他（ ）

Ｑ５．今後、充実させて欲しいものはどれですか？

①駅長・スタッフなど案内人 ②案内板・掲示板等

③検索できる情報端末 ④ＴＶ・ビデオ放映

⑤パンフレット等の無料印刷物 ⑥新聞等無料の出版物

⑦展示物 ⑧地元の人たちとの交流・情報交換の場

⑨その他（ ）

Ｑ６．道の駅が行っている情報発信について、ご希望やご意見などお気づ

きになったことがありましたら、どのようなことでも結構ですので

ご記入ください。

（ ）

Ｑ７．この新聞はどこの道の駅で入手しましたか？

Ｑ １： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑩その他（ ）

Ｑ ２： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑩その他（ ）

Ｑ ３： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑩その他（ ）

Ｑ ４： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨その他（ ）

Ｑ ５： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨その他（ ）

Ｑ ６： （ ）

Ｑ ７： a ） 県 b）（駅名）

お名前： （フリガナ： ）

郵便番号：〒

ご住所：

お電話番号： （ ）

性 別：男・女 年齢： 歳 職業：

通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入下さい）

話題の道の駅

第２４号『道の駅の情報発信に関するアンケート』回答用紙

「人と道」を考えるアンケート

ご意見をお寄せください！

道
の
駅
「
安
達
」
智
恵
子
の
里

ご回答は回答用紙に記入し、枠に沿って切り抜き、はがき等に貼付し投函して

ください。ホームページからも回答できます。

〒１０５‐０００１ 東京都港区虎ノ門４‐１‐１ 虎ノ門パストラル内

ＮＰＯ法人 人と道研究会「第２４号読者アンケート係」宛

ホームページ（http://www.route-press２１st.jp）

＝福岡県宗像市江口１１７２
�０９４０‐６２‐２７１５

道の駅むなかた
山� 宏幸館長（５２）

玄
界
灘
の
鮮
魚
に
果
物
、
野
菜
も

平成２１年８月３１日締 切 日

送 付 先

応 募 方 法
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ど
こ
ま
で
も
続
く
大
地
北

海
道
。
そ
の
ど
真
ん
中
、
上

川
郡
新
得
町
に
、
素
敵
な
ペ

ン
シ
ョ
ン
風
の
フ
ァ
ー
ム
イ

ン
「
つ
っ
ち
ゃ
ん
と
優
子
の

牧
場
の
へ
や
」
が
あ
る
。

北
海
道
は
日
本
で
最
初
に

農
家
民
宿
を
導
入
し
、
「
フ

ァ
ー
ム
イ
ン
」
と
い
う
名
称

で
親
し
ま
れ
て
き
た
が
、
こ

こ
は
そ
の
�
さ
き
が
け
�
で

あ
る
。

ご
主
人
「
つ
っ
ち
ゃ
ん
」

こ
と
湯
浅
健
さ
ん
（
４７
）
は

酪
農
家
だ
。
息
子
さ
ん
と
２

人
で
乳
牛
８０
頭
を
飼
育
、「
個

性
豊
か
な
仲
間
た
ち
」
（
馬

１
頭
、
ヤ
ギ
３
頭
、
ニ
ワ
ト

リ
１０
羽
、
犬
２
匹
、猫
１０
匹
）

も
育
て
て
い
る
。

自
家
製
野
菜
を
た
っ
ぷ
り

使
っ
た
食
事
、
し
ぼ
り
た
て

牛
乳
、
自
家
製
の
卵
で
作
っ

た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
焼
き

た
て
パ
ン
で
の
お
も
て
な
し

は
、
北
海
道
な
ら
で
は
だ
。

十
勝
の
自
然
を
思
い
っ
き

り
満
喫
し
て
も
ら
お
う
と
、

自
宅
の
一
部
を
改
装
し
た
１

日
１
組
だ
け
の
ゆ
っ
た
り
し

た
フ
ァ
ー
ム
イ
ン
。
何
日
で

も
の
～
ん
び
り
と
農
村
ホ
リ

デ
ー
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
、
キ
ッ
チ
ン
、バ
ス
、

ト
イ
レ
付
き
の
独
立
し
た
ス

ペ
ー
ス
を
備
え
て
い
る
。

お
か
あ
さ
ん
の
優
子
さ
ん

（
５１
）
は
も
ち
ろ
ん
、
一
家

は
自
家
菜
園
で
無
農
薬
・
化

学
肥
料
不
使
用
の
食
材
を
育

て
、
安
心
、
安
全
、
新
鮮
、

お
い
し
さ
に
こ
だ
わ
る
。
地

元
食
材
、
地
域
の
郷
土
料

理
、
北
海
道
の
特
産
物
の
美

味
し
さ
を
伝
え
、
地
域
の
魅

力
を
お
す
そ
分
け
す
る
。

農
村
の
普
通
の
暮
ら
し
の

価
値
を
伝
え
、
地
域
の
文
化

を
大
切
に
活
か
す
。
そ
こ
に

地
域
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ

い
を
大
事
に
す
る
夫
妻
の
思

い
の
深
さ
を
感
じ
る
。

優
子
さ
ん
は
、
地
域
の
農

村
景
観
の
魅
力
を
伝
え
る
た

め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
十
勝
グ
ラ
ン

ド
ワ
ー
ク
ト
ラ
ス
ト
」
へ
参

加
す
る
ほ
か
、
「
北
海
道
食

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と

し
て
食
育
活
動
に
関
わ
り
、

Ｆ
Ｍ
北
海
道
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
と
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

を
発
信
す
る
。

穏
や
か
な
表
情
の
優
子
さ

ん
は
確
た
る
信
念
を
秘
め
て

お
り
、
常
に
地
元
に
開
か
れ

た
民
宿
経
営
を
自
覚
す
る
。

ま
さ
に
模
範
的
な
「
お
か
あ

さ
ん
」
の
一
人
で
あ
る
。

「
空
を
ぼ
ん
や
り
と
眺
め

る
。
牛
を
ぼ
ん
や
り
と
眺
め

る
。
そ
ん
な
贅
沢
が
で
き
る

小
さ
な
宿
」
。
こ
ん
な
表
現

が
ぴ
っ
た
り
の
、
自
分
探
し

に
う
っ
て
つ
け
の
お
勧
め
ス

ポ
ッ
ト
だ
。

◆

◆

〒
０
８
１
｜
０
０
３
５

北

海
道
上
川
郡
新
得
町
上
佐
幌

西
１
線
８７
番
地

�
０
１
５
６
・
６５
・
３
５
４
８
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t
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c
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a
n
- y
u
k
o
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h
t
m
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牧場で家族客が乳しぼりを見学

牧場に囲まれる「ファームインつっちゃん」

の～んびり農村ホリデー

ファームインつっちゃんと

優子の牧場のへや

湯浅 優子さ
ん

北海道新得町

十
勝
の
自
然
満
喫

ご
主
人
ら
が
乳
牛
８０
頭
飼
育

安
心
・
新
鮮
に
こ
だ
わ
る

「おかあさん」優子さん

滋養たっぷり長芋グラタン

（「寿司屋のおかみさん小話」ブログ）

グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
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四
国
・
高
知
県
の
清
流
四

万
十
川
。
源
流
域
に
あ
る
梼

原
（
ゆ
す
は
ら
）
町
は
人
情

豊
か
で
、
水
や
空
気
が
抜
群

に
綺
麗
で
あ
る
。
豊
か
な
自

然
の
恵
み
を
活
か
し
、
自
家

栽
培
の
野
菜
や
山
菜
、
き
の

こ
、
川
魚
な
ど
を
家
族
の
温

か
さ
と
と
も
に
提
供
し
た
い

と
、
上
田
さ
ん
一
家
が
９
年

前
に
開
業
し
た
。

暮
ら
し
と
一
体
の
体
験
は

多
彩
だ
。
山
暮
ら
し
達
人
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
昔
遊
び
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
野
菜
作

り
、
お
と
う
さ
ん
（
和
弘
さ

ん
∥
５２
∥
）
は
山
仕
事
、
お

か
あ
さ
ん
（
知
子
さ
ん
∥
５１

∥
）
と
娘
さ
ん
は
料
理
…
…

み
ん
な
で
日
常
の
仕
事
を
こ

な
し
な
が
ら
、
宿
泊
客
へ
の

気
配
り
を
忘
れ
な
い
。

宿
泊
客
は
、
あ
り
の
ま
ま

の
暮
ら
し
に
溶
け
込
み
「
田

舎
時
間
」
を
満
喫
す
る
。
宿

泊
し
た
５
歳
の
子
が
、
「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
帰
り

た
い
」
と
言
い
出
し
、
大
泣

き
し
て
帰
っ
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
、
こ
の
宿
の
魅
力

を
端
的
に
伝
え
る
。

小
ナ
ス
の
タ
タ
キ
、
シ
イ

タ
ケ
の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
焼
き
、

ぜ
ん
ま
い
の
煮
物
に
ア
メ
ゴ

の
塩
焼
き
と
、
人
気
メ
ニ
ュ

ー
は
、
素
材
の
新
鮮
さ
を
活

か
す
知
子
さ
ん
な
ら
で
は
。

こ
れ
に
、
ミ
ョ
ウ
ガ
の
新
芽

の
炭
火
焼
や
、
宿
泊
客
が
お

じ
い
ち
ゃ
ん
の
指
導
で
釣
り

上
げ
た
川
魚
の
て
ん
ぷ
ら
な

ど
、
季
節
折
々
の
サ
ブ
メ
ニ

ュ
ー
が
付
く
。

小
ナ
ス
の
タ
タ
キ
の
ド
レ

ッ
シ
ン
グ
は
好
評
で
、
町
の

主
要
農
産
物
と
し
て
瓶
詰
め

で
商
品
化
さ
れ
て
い
る
。

知
子
さ
ん
は
、
「
こ
う
ち

体
験
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
で
連
携
し
て
い
る
農

家
民
宿
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
、
旅
の
行
程
や
見
所
の

相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
。

宿
の
名
の
由
来
は
、
家
の

前
に
あ
る
大
い
ち
ょ
う
∥
写

真
左
。
火
災
の
時
に
、
こ
の

木
が
隣
の
倉
を
守
っ
た
と
い

う
。
「
乳
い
ち
ょ
う
」
と
も

呼
ば
れ
、
こ
の
木
の〝
お
乳
〟

を
授
か
れ
ば
、
次
の
日
か
ら

母
乳
が
た
く
さ
ん
出
る
と
い

う
。
お
礼
に
小
さ
な
樽
に
お

神
酒
を
入
れ
て
木
に
吊
る
す

と
い
う
習
わ
し
も
あ
る
。

今
で
も
授
か
り
を
願
う
母

親
が
訪
れ
る
そ
う
だ
。
命
を

繋
ぐ
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
象
徴
的
な
宿
で
あ
る
。

◆

◆
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５
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０
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高
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（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

代
表
理

事

青
木
辰
司
）

イ
ン
フ
ラ
は
暮
ら
し
を
支

え
る
基
盤
で
す
。
今
日
の
経

済
社
会
の
実
現
に
は
、
イ
ン

フ
ラ
を
造
る
建
設
技
術
の
発

達
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。
技
術
は
時
代

と
と
も
に
進
歩
し
ま
す
。
近

代
工
事
の
走
り
と
い
え
る
荒

川
放
水
路
の
工
事
で
は
大
型

機
械
が
投
入
さ
れ
、
青
函
ト

ン
ネ
ル
で
は
先
進
ボ
ー
リ
ン

グ
方
式
の
新
技
術
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。

道
路
で
は
、
潮
流
が
激
し

く
水
深
も
深
い
海
峡
に
世
界

最
大
の
つ
り
橋
を
架
け
た
明

石
海
峡
大
橋
の
技
術
や
、
東

京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
延
長

１０
㌔
㍍
に
も
及
ぶ
シ
ー
ル
ド

技
術
な
ど
に
よ
っ
て
、
暮
ら

し
や
産
業
基
盤
の
高
度
化
が

図
ら
れ
ま
し
た
。
世
界
に
冠

た
る
橋
梁
、
ダ
ム
、
ト
ン
ネ

ル
技
術
も
、
新
技
術
の
開
発

や
大
型
化
な
ど
に
よ
っ
て
不

可
能
を
可
能
に
し
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
に
今
日
の
わ
が
国

が
あ
る
の
で
す
。

今
の
わ
が
国
の
社
会
資
本

を
み
る
と
、
新
世
紀
の
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
は
十
分
だ
と
は

思
い
ま
せ
ん
。
新
し
い
世
紀

の
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
が
求
め

ら
れ
、
産
業
発
展
や
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
急
激
に

進
む
中
で
は
、
生
活
基
盤
、

産
業
発
展
基
盤
と
し
て
は
弱

い
と
思
い
ま
す
。

規
格
の
高
い
道
路
は
国
家

の
骨
格
で
す
か
ら
、
国
の
競

争
力
と
い
う
こ
と
も
考
え

て
、
ど
う
い
う
国
を
作
っ
て

い
く
の
か
と
い
う
判
断
が
あ

っ
て
い
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
費
用
対
効
果
だ
け

で
は
な
く
、
国
の
か
た
ち
を

考
え
た
し
っ
か
り
し
た
議
論

が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

今
ま
で
整
備
し
て
き
た
社

会
基
盤
は
、
そ
ろ
そ
ろ
更
新

時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今

あ
る
も
の
を
手
直
し
し
、
単

に
維
持
し
て
い
く
と
い
う
だ

け
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ

ま
で
も
、
技
術
の
発
展
を
支

え
と
し
て
、
よ
り
良
い
モ
ノ

に
作
り
変
え
て
き
た
の
が
建

設
の
歴
史
で
す
。

例
え
ば
、
首
都
高
速
も
更

新
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

首
都
高
速
の
日
本
橋
で
は
、

単
に
作
り
変
え
る
の
で
は
な

く
、
都
市
再
生
、
河
川
再
生

と
合
わ
せ
た
更
新
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

将
来
を
明
る
い
も
の
に
し

て
い
く
こ
と
を
考
え
つ
つ
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
、
新
世
紀
に
ふ
さ

わ
し
い
イ
ン
フ
ラ
の
あ
り
方

を
探
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

「
田
舎
時
間
」に
溶
け
込
ん
で

暮らし体験伝える

農
家

民
宿

い
ち
ょ
う
の
樹

評判料理「ナスのたたき」

おかあさんは料理…

（「土佐のまんまる」ＨＰ）

高
知
県
梼
原
町

おじいちゃんは昔遊び

上
田

知
子

さ
ん「いちょうの樹」の前で上田夫妻

１５

谷口 博昭

ハロハロ

国土交通省技監

２１
世
紀
の
イ
ン
フ
ラ
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★
森
の
有
効
活
用

森
を
有
効
活
用
し
、
Ｃ

Ｏ
２

を
削
減
し
て
町
お
こ
し

・
産
業
お
こ
し
の
契
機
に
し

よ
う
と
い
う
取
り
組
み
を
紹

介
し
た
本
紙
前
号
の
記
事
、

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
私
の
職
場
で
も
県
の
京

都
議
定
書
に
関
わ
る
事
業
に

取
り
組
み
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
身
近
に
で

き
る
電
気
・
水
道
使
用
の
削

減
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
す
。

地
方
の
森
林
を
有
効
に
活
用

す
れ
ば
、
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
ね
。
道
の
駅
に
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
、
多
く
の
方
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
（
福
島
市

公

務
員
・
４５
歳
）

★
思
い
出
跨
線
橋

私
の
思
い
出
の
橋
は
静
岡

駅
の
す
ぐ
西
側
、
鉄
道
を
挟

ん
で
市
の
南
北
を
結
ぶ
跨
線

橋
「
宝
台
橋
」
で
す
。
こ
の

橋
は
初
め
鉄
道
と
並
行
し
て

登
り
坂
に
進
み
、
線
路
の
上

を
直
角
に
曲
が
っ
て
南
に
下

っ
て
い
ま
し
た
。
両
側
の
欄

干
に
半
円
形
の
窓
が
あ
る
美

し
い
石
橋
で
す
。
登
り
口
に

は
久
能
山
東
照
宮
へ
の
距
離

を
記
し
た
石
塔
が
建
ち
、
歩

道
車
道
の
区
別
も
あ
り
ま
し

た
。
列
車
が
安
倍
川
鉄
橋
を

渡
る
と
、
そ
の
音
を
聞
い
た

子
供
た
ち
が
橋
を
駆
け
上
が

り
、
線
路
の
真
上
で
真
っ
白

な
蒸
気
を
浴
び
、
歓
声
を
上

げ
る
の
で
す
。
橋
か
ら
は
市

内
が
見
渡
せ
て
、
初
日
の
出

を
拝
む
人
も
。
デ
ー
ト
場
で

も
あ
り
ま
し
た
。
東
海
道
線

の
高
架
化
に
伴
い
、
橋
は
取

り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
東
照
宮

へ
の
道
標
は
静
岡
駅
の
南
口

に
移
設
さ
れ
、
場
所
こ
そ
違

え
、
橋
を
思
い
出
す
唯
一
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

（
静
岡
市

主
婦
・
６４
歳
）

★
歴
史
的
建
築
物

琵
琶
湖
を
一
周
す
る
「
桜

の
花
見
ツ
ア
ー
」
に
参
加
、

彦
根
城
で
ゆ
っ
く
り
お
城
見

物
を
し
ま
し
た
。
往
時
の
も

の
が
現
存
す
る
名
城
と
し
て

名
高
い
そ
う
で
、
内
部
の
つ

く
り
に
も
感
激
。
本
物
の
す

ご
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。
世

の
中
、
日
々
変
わ
っ
て
お
り

新
し
い
建
物
が
現
わ
れ
て
古

い
も
の
は
忘
れ
ら
れ
棄
て
ら

れ
て
い
き
ま
す
。
数
少
な
い

本
物
の
魅
力
は
、
保
護
・
維

持
す
る
特
別
な
配
慮
で
末
永

く
伝
え
ら
れ
ま
す
。
歴
史
的

建
築
物
の
紹
介
を
本
紙
で
お

願
い
し
ま
す
。
（
大
阪
府
池

田
市

教
員
・
４２
歳
）

★「
緑
の
募
金
」に

本
紙
で
「
緑
の
募
金
」
を

知
り
ま
し
た
。
未
来
の
子
ど

も
た
ち
や
森
の
中
の
生
き
物

の
た
め
良
い
地
球
環
境
を
守

ろ
う
と
い
う
趣
旨
に
賛
同
、

金
額
は
わ
ず
か
で
す
が
協
力

し
ま
す
。
募
金
箱
は
ど
の「
道

の
駅
」
に
も
置
い
て
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
私
は
こ
れ
か

ら
も
気
を
付
け
て
探
し
て
み

ま
す
。
（
兵
庫
県
明
石
市

主
婦
・
６５
歳
）

★
完
成
が
楽
し
み

日
常
的
に
眺
め
て
い
る
景

観
・
平
城
京
跡
が
本
紙
の
１

面
に
載
る
な
ん
て
！

週
に

一
度
東
大
寺
の
二
月
堂
に
お

参
り
し
て
い
る
の
で
す
が
、

帰
り
は
い
つ
も
、
平
城
京
跡

の
北
辺
の
道
を
通
り
ま
す
。

南
の
方
に
は
朱
雀
門
が
、
傍

に
は
第
一
次
大
極
殿
が
覆
い

屋
に
堂
々
の
大
き
さ
で
姿
を

見
せ
て
い
ま
す
。
整
備
の
完

成
が
待
ち
遠
し
い
、
そ
ん
な

思
い
で
す
。
（
奈
良
市

主

婦
・
５８
歳
）

★
巨
木
・
珍
木
を

子
ど
も
た
ち
に
、
ふ
る
さ

と
を
愛
す
る
視
点
か
ら
自
然

体
験
を
し
て
も
ら
う
活
動
を

支
援
し
て
い
ま
す
の
で
「
ふ

る
さ
と
」
を
感
じ
さ
せ
る
記

事
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。
ふ

る
さ
と
を
思
う
心
は
、
国
を

愛
す
る
気
持
ち
に
変
わ
る
と

思
い
ま
す
。
今
年
の
連
休
は

遠
出
を
せ
ず
道
の
駅
の
樹
木

を
楽
し
み
ま
し
た
。
「
道
の

駅
巨
木
・
珍
木
シ
リ
ー
ズ
」

な
ど
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
松
江
市

地
方
公
務
員
・

６１
歳
）

★
都
市
と
の
交
流

前
号
の
「
読
者
の
声
」
欄

に
「
小
さ
な
村
こ
そ
」
と
い

う
声
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

私
の
住
む
地
区
は
恵
那
市
に

入
っ
て
は
い
ま
す
が
、
高
齢

化
、
人
口
減
少
が
進
行
し
て

お
り
、
か
つ
て
の
６
千
人
が

現
在
は
５
千
人
弱
と
な
り
ま

し
た
。
少
し
で
も
人
々
が
移

り
住
ん
で
く
れ
る
よ
う
、
農

村
と
都
市
と
の
交
流
の
た
め

に
、
都
市
部
の
子
ど
も
た
ち

を
招
い
て
田
植
え
を
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
（
岐
阜
県
恵

那
市

農
業
・
５６
歳
）

★
輝
く
人
た
ち
に

本
紙
前
号
「
環
境
に
取
り

組
む
―
輝
く
人
た
ち
―
」
を

読
み
ま
し
た
。
地
球
環
境
が

悪
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る

こ
と
に
危
機
感
を
持
っ
て
い

ま
す
。
地
球
温
暖
化
ひ
と
つ

取
り
上
げ
て
も
、
異
常
気
象

の
深
刻
化
が
分
か
り
ま
す
。

一
人
一
人
が
原
点
に
立
ち
返

り
、
ク
リ
ー
ン
な
地
球
を
取

り
戻
す
努
力
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
（
広
島
県
竹
原

市

主
婦
・
７０
歳
）

★
子
ど
も
パ
ワ
ー

私
の
住
ん
で
い
る
所
は
過

疎
地
域
で
す
。
奇
跡
的
？
に

ご
近
所
に
小
学
３
年
生
は
じ

め
子
ど
も
が
６
人
（
各
家
２

人
ず
つ
）
い
て
、
昔
の
子
ら

の
よ
う
に
外
で
遊
び
ま
わ
っ

て
い
ま
す
。
上
の
子
が
下
の

子
を
面
倒
見
な
が
ら
。
歳
も

性
別
も
関
係
な
く
走
り
っ
ぱ

な
し
の
子
ど
も
た
ち
。
地
域

で
は
２０
数
年
ぶ
り
の
子
ど
も

の
声
に
、
パ
ワ
ー
を
分
け
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
自
然
と

触
れ
合
う
う
ち
に
、
み
ん
な

の
心
と
心
が
通
じ
て
く
る
の

で
す
。
（
岩
手
県
矢
巾
町

地
方
公
務
員
・
３４
歳
）

★
そ
の
ま
ま
看
板

ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
い
て
、

緊
急
に
改
善
し
て
ほ
し
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

道
路
に
あ
る
観
光
案
内
の
大

看
板
で
す
。
市
町
村
大
合
併

で
た
く
さ
ん
の
自
治
体
が
消

え
、
新
し
い
市
町
村
が
誕
生

し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
３
年

以
上
経
つ
と
思
い
ま
す
が
、

未
だ
に
昔
の
ま
ま
の
名
前
で

出
て
い
る
看
板
も
目
に
付
き

ま
す
。
設
置
者
は
県
な
ど
と

協
議
し
、
現
状
に
合
わ
せ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
（
宮

崎
県
都
城
市

団
体
役
員
・

６８
歳
）

★
９
０
０
の
重
み

道
の
駅
が
全
国
で
９
０
０

に
な
っ
た
と
本
紙
で
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
各
地
の
特
色
あ

る
生
活
文
化
と
道
の
駅
で
出

合
え
る
の
が
、
ド
ラ
イ
ブ
旅

の
楽
し
み
で
す
。
人
々
の
温

か
さ
に
触
れ
る
喜
び
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
道
の
駅
の

中
に
は
コ
ン
ビ
ニ
に
近
い
店

も
見
ら
れ
ま
す
。
地
域
文
化

の
形
成
を
先
導
す
る
意
気
込

み
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
道
路
の
発
展
が
画
一

化
を
招
い
て
は
困
り
ま
す
。

（
兵
庫
県
加
古
川
市

無
職

・
７１
歳
）

★
小
さ
な
山
持
ち

前
号
「
輝
く
人
た
ち
」
の

石
田
東
生
・
筑
波
大
学
教
授

が
説
く
、
森
林
が
環
境
に
果

た
す
役
割
の
有
効
性
に
賛
同

し
ま
す
。
私
は
５
㌶
の
雑
木

の
山
を
持
っ
て
お
り
、
大
い

に
活
用
し
た
い
の
で
す
が
問

題
が
あ
り
ま
す
。
私
の
よ
う

に
規
模
が
小
さ
く
、
ま
た
メ

イ
ン
の
林
道
か
ら
離
れ
た
山

持
ち
は
、
互
い
の
交
流
も
な

く
、
活
用
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
の
が
現
状
で
す
。
何
か

よ
い
方
法
は
な
い
か
、
思
案

中
な
の
で
す
。
（
埼
玉
県
嵐

山
町

無
職
・
７１
歳
）

このコーナーでは、道の駅をは

じめ、農家レストランや、道路な

どに関する読者の皆様のさまざま

な声を紹介していきます。

お便りはハガキで〒１０５－０００１

東京都港区虎ノ門４－１－１

虎ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人

「人と道研究会」「第２４号読者の

声係」宛てにお寄せください。

また、読者専用のメールＢＯＸ

（dokusya@route-press 21 st.jp）

を設けました。お便りのほか、写

真の投稿も大歓迎です。採用分に

は記念品をプレゼントします。

ヤ
ド

ホ
ト

ト

ギ
ス

我
が
宿
に

月
お
し
照
れ
り

霍
公
鳥

コ

ヨ
ヒ

キ

ナ

こ
こ
ろ
あ
る
今
宵

来
鳴
き
と
よ
も
せ

（
万
葉
集
・
第
八
巻
・
一
四
八
〇
番
）

ひ
か
り

今
、
私
の
屋
敷
に
は
、
月
の
光
が
ど
こ
も
か
し

お
も
む
き

こ
も
照
り
映
え
て
い
る
。
こ
の
趣
深
い
今
宵
にと

く

ふ
さ
わ
し
い
ホ
ト
ト
ギ
ス
よ
、
や
っ
て
来
て
、
得

い意
の
鳴
き
声
で
あ
た
り
を
響
か
せ
な
さ
い
‼

×

×

×

×

つ
き
か
げ

く
ま

り
ょ
う

や

月
光
の
隈
な
き
夏
の
良
夜
。
も
の
ご
こ
ろ
を
知
る

ひ

ら
い

ホ
ト
ト
ギ
ス
よ
。
今
宵
を
見
逃
す
こ
と
な
く
飛
来
し

く

て
、
心
ゆ
く
ま
で
鳴
き
騒
い
で
呉
れ
‼

す
る
と
、
耳
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
。
目
は
月
の
明
る
い

夜
景
を
眺
め
て
、た
の
し
い
満
足
の
夜
と
な
る
の
だ
。

鳥
も
我
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
で
、
自
然
を
享
受
す

ふ
み
も
ち

る
歌
境
で
あ
る
。
作
者
は
大
伴
書
持
。
父
が
旅
人
。

家
持
は
兄
で
あ
る
。
続
く
二
首
目
の
歌
は
、ハ

ナ
タ
チ
バ
ナ

我
が
宿
の

花
橘
に

ホ
ト

ト

ギ
ス

霍
公
鳥

今
こ
そ
鳴
か

め

友
に
逢
へ
る
時
（
一

四
八
一
番
）

私
の
家
の
庭
の
花

橘
は
満
開
で
あ
る
。

ホ
ト
ト
ギ
ス
よ
。
今

こ
そ
や
っ
て
来
て
鳴

く
だ
ろ
う
。
久
し
振
り
の
友
と
逢
っ
て
い
る
こ

の
時
に
‼

「
今
こ
そ
鳴
か
め
」
と
、
作
者
が
望
み
、
求
め
る

背
景
は
、
ま
ず
前
述
歌
の
「
月
お
し
照
れ
り
」
が
あ

り
、
次
に
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
好
ん
で
宿
る
橘
の
木
と

そ
の
花
が
セ
ッ
ト
さ
れ
る
。
こ
れ
で
ホ
ト
ト
ギ
ス
登

そ
ろ

場
の
条
件
は
揃
っ
た
。
「
来
鳴
き
」
・
「
と
よ
む
」

に
十
分
な
舞
台
は
完
備
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
作
者
は
、
待
ち
に
待
っ
て
い
た
親
友
と
感

動
の
出
会
い
を
し
て
い
る
時
な
の
だ
。
そ
こ
へ
季
節

は
巡
っ
て
、
一
年
振
り
に
飛
来
す
る
ホ
ト
ト
ギ
ス
な

れ
ば
、ぜ
ひ
逢
い
た
い
‼

ぜ
ひ
そ
の
声
を
聴
き
た
い

ひ
た

‼

こ
の
友
と
一
緒
に
共
通
体
感
に
浸
り
た
い
‼

す
が
す
が
し
く
、
さ
わ
や
か
な
夏
の
到
来
―
―
そ

き
ゅ
う

か
つ

ふ
み
も
ち

し
て
久
闊
の
友
と
の
談
笑
―
―
。
作
者
・
書
持
の
期

か
ん
こ
う

待
と
感
興
は
、
ま
す
ま
す
高
揚
す
る
。
読
者
諸
氏
も

自
由
に
歌
境
遊
泳
を
た
の
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
万
葉
研
究
家
）

国の重要文化財に指定されている近代和風建築

の道後温泉本館（愛媛県松山市）

ホ

ト

ト

ギ

ス

霍
公
鳥
よ
‼
今
こ
そ
鳴
か
め
‼

◆お便り募集

142009 年（平成 21 年）7 月道 21世紀新聞 Route Press 21st.第 24号

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������������
�
�
�
�
�
�
�
�

�

������������������ �
�
�
�
�
�
�
�
�

�

今号より、プレゼントコーナーの運営・企画を

㈱道の駅企画が行うことになりました。

プレゼントにご応募いただきました際の読者の

個人情報は、今号応募分よりＮＰＯ人と道研究

会、㈱道の駅企画双方で管理いたします。

Preview 号から２３号までのプレゼント応募読者

の情報に関しては、運営・企画会社に提供するこ

とはありません。今後、よりいっそう充実したプ

レゼントコーナーにしてまいります。

●プレゼント希望の方は希望商品番号（１～４のうち１点）

を記入し、①氏名②郵便番号・住所③電話番号④性別⑤職業

⑥年齢⑦趣味⑧この新聞を手に入れた場所⑨今月号で一番良

かった記事⑩その他のご意見・ご感想を官製はがきに明記

し、〒１０５‐０００１ 東京都港区虎ノ門４‐１‐１ 虎ノ門パストラル

内 ＮＰＯ法人人と道研究会「２４号プレゼント係」宛、８月

３１日必着でお送りください。発表は商品の発送をもってかえ

させていただきます。

お
米
ど
こ
ろ
島
根
県
奥
出
雲
の

自
然
に
育
ま
れ
た
お
米
（
改
良
雄

町
・
五
百
万
石
）
と
、
山
よ
り
湧

き
出
る
水
と
、
出
雲
杜
氏
の
技
で

醸
造
し
た
お
酒
で
す
。
日
本
酒
度

も
中
庸
で
飲
み
や
す
く
、
快
い
酸

味
を
持
ち
、
切
れ
の
あ
る
飲
み
口

の
お
酒
で
す
。

そ
の
し
っ
か
り
と
し
た
味
わ
い

は
鰹
の
た
た
き
や
肉
料
理
な
ど
と

の
相
生
も
抜
群
。

ま
た
、
女
性
か
ら
も
飲
み
や
す

い
と
人
気
が
有
り
ま
す
。

提
供

奥
出
雲
酒
造
株
式
会
社

☎
０
８
５
４‐

５７‐

０
８
８
８

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
o
k
u
i
z
u
m
o
s
y

u
z
o
u
.
c
o
m

日
本
地
図

作
成
の
た
め

に
命
を
か
け

た
男
た
ち
の

記
録
、
映
画

『
劔
岳
点
の

記
』
（
公
開

中
）。
新
田
次
郎
原
作
。

日
の
出
屋
製
菓
で
は
昨
年
、
立

山
町
に
工
場
を
移
築
。
販
売
店
の

ほ
か
、
工
場
見
学
、
手
焼
体
験
も

で
き
て
、
２
階
の
展
望
デ
ッ
キ
か

ら
は
劔
岳
の
雄
姿
を
真
正
面
に
眺

め
ら
れ
ま
す
。
立
山
工
場
で
製
造

し
て
い
る
「
ざ
ら
め
せ
ん
」
を
そ

の
雄
大
な
劔
岳
に
な
ぞ
ら
え
て
商

品
化
い
た
し
ま
し
た
。

提
供

さ
さ
ら
屋
（
日
の
出
屋
製

菓
産
業
株
式
会
社
）

お
問
い
合
わ
せ

お
客
様
相
談
室

☎
０
１
２
０
｜
４８
｜
２
８
５
７

強
力
な

除
菌
効
果

と

消

臭

力
、
高
い
安
全
性
を
誇
る
ア
ミ
ス

テ
ィ
ー
衛
生
水
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
や
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
を
確
実
に
不
活
化
さ
せ
ま
す
。

タ
バ
コ
や
ト
イ
レ
の
悪
臭
に
も
効

果
抜
群
。
臭
い
を
化
学
変
化
で
無

害
な
水
に
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。

ア
ミ
ス
テ
ィ
ー
衛
生
水
は
、

（
財
）
日
本
食
品
分
析
セ
ン
タ
ー

微
生
物
研
究
所
に
て
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
Ａ
型
Ｈ
１
Ｎ
１

を
３０
秒
で
不
活
化
す
る
こ
と
が
証

明
さ
れ
ま
し
た
。

製
造
元

株
式
会
社
安
全
環
境
研

究
所

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
m
i
s
t
y
.
j
p
/

提
供

（
株
）
道
の
駅
企
画

☎
０３‐

５
２
８
２‐

２
３
３
２

『
御
な
た

ね
油
』
は
菜

の
花
を
守
り

育
て
る
青
森
県
横
浜
町
の
特
定
非

営
利
活
動
法
人
「
菜
の
花
ト
ラ
ス

ト
in
よ
こ
は
ま
」
か
ら
生
ま
れ
ま

し
た
。

１
０
０
％
横
浜
町
産
の
無
農
薬

「
な
た
ね
」
を
非
焙
煎
・
無
添
加

・
一
番
搾
り
し
、
さ
ら
に
自
然
ろ

過
を
６
回
繰
り
返
し
、
手
間
ひ
ま

か
け
て
作
っ
て
い
ま
す
。
琥
珀
色

の
最
高
級
品
で
す
。

製
造
元

特
定
非
営
利
活
動
法
人

「
菜
の
花
ト
ラ
ス
ト
in
よ
こ
は
ま
」

h
t
t
p
:
/
/
n
a
n
o
h
a
n
a
‐
t
r
u
s

t
.
c
o
m

提
供

道
の
駅
よ
こ
は
ま
・
菜
の

花
プ
ラ
ザ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
a

n
o
h
a
n
a
‐
p
l
a
z
a
.
c
o
m
/

☎
０
１
７
５‐

７８‐

６
６
８
７

１
、
叩
い
た
り
、
時
に
は
落
と
し
た
り
、
カ
ラ
ダ

の
１
部
で
す

２
、
常
に
流
れ
て
い
ま
す
…
い
く
ら
あ
っ
て
も
足

り
な
い
ね
？

３
、
シ
ャ
ー
ペ
ン
の
替
え
○
○
を
用
意
す
る

４
、
ワ
イ
ン
に
使
わ
れ
る
果
物
は
山
梨
県
の
名
物

で
も
あ
り
ま
す

５
、
ま
ず
は
、
お
味
見
を
ど
う
ぞ

７
、
道
の
駅
の
コ
コ
で
、
お
土
産
や
野
菜
を
買
い

ま
す

８
、
作
る
こ
と
で
す

９
、
メ
ー
ル
を
Ｃ
Ｃ
で
送
る
こ
と

１０
、
「
あ
れ
？
何
だ
っ
け
？
」
物
忘
れ
で
、
○
○

○
に
な
い

１５
、
何
は
と
も
あ
れ
、
○
○
○
○
が
一
番
で
す
ね

！

１７
、
○
○
○
○
運
転
は
絶
対
に
ダ
メ
！

１８
、
夏
と
春
に
甲
子
園
で
の
熱
戦
が
楽
し
み
で

す
、「
○
○
○
○
野
球
」

１９
、
「
ま
ぁ
、
こ
の
条
件
な
ら
…
」
と
、
希
望
通

り
で
な
く
と
も
話
を
決
め
る

２０
、
貝
殻
を
耳
に
あ
て
る
と
、
○
○
の
音
が
聞
こ

え
ま
す

２３
、
一
刻
の
○
○
○
も
許
さ
れ
ま
せ
ん

２５
、
ウ
チ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

２７
、
先
生
の
○
○
に
従
っ
て
行
動
す
る

１、ひらがな・カタカナ・○○○

３、ルートプレス２１はタブロイド版のコレ

６、旅行の時はあれこれと、つい荷物入れ過ぎ

て○○○がパンパン！

８、１位・２位・○○○

９、一緒に住んでいます

１１、飛車とは対照的な動きをします

１２、手の平をジッと見て占うのは、「○○○占

い」

１３、手前� ○○

１４、どんな世の中でも「渡る○○○に鬼はな

い」ですよね！

１６、子どもを育てます

１８、○○○パーキングに車を止める

１９、アップの反対は？

２１、前�� ○○○

２２、○○○は読書、特技はスポーツです

２４、雇いますよ

２６、授業前に、あらかじめコレをしておくと良

いよ

２８、「○○から出たまこと」…ラッキー！

２９、汚いところをキレイに

３０、落語や漫才などを楽むところです

①
銘
酒

仁
多
米

純
米
吟

醸
７
２
０

を
５
名
に

②
除
菌
消
臭
剤

ア
ミ
ス

テ
ィ
ー（
Ｒ
）を
５
名
に

プ
レ
ゼ
ン
ト

道の駅文庫

「
人
は
成
熟
す
る
に
つ
れ
て
若
く
な
る
」
と
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
は

言
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
そ
の
よ
う
に
成
熟
し
な
が
ら
、
健
康
で
、
楽
し
く
、
美
味

し
く
暮
ら
し
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
気
持
ち
で
人
生
の
道
を
歩
い
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

道
の
駅
文
庫
は
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
太
陽
や
風
を
感
じ
ら
れ

る
す
ぐ
れ
た
図
書
を
選
定
し
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

★
タ
テ
の
鍵

道の駅のおすすめ

前田 英樹 著

ちくま新書

独学の精神
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Ｂ

５

２０

Ｇ

私
が
住
ま
う
房
総
の
里
山
に
、
近
頃
変
わ
っ
た
小
学
校
が
出
来
た
。
シ
ュ
タ
イ

ナ
ー
学
園
と
い
っ
て
教
科
書
は
使
わ
な
い
、
テ
ス
ト
も
な
い
そ
う
だ
。
そ
の
学
園

か
ら
稲
作
の
体
験
授
業
を
依
頼
さ
れ
、
我
が
家
の
小
さ
な
田
ん
ぼ
で
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
、
春
先
に
稲
の
種
を
蒔
き
、
５
月
に
は
生
徒
が
田
植
え
を
し
、
６
月
に

草
取
り
を
し
た
ば
か
り
だ
。

お
そ
ら
く
こ
の
授
業
の
意
味
は
、
人
々
の
生
活
の
成
り
立
ち
を
学
ぶ
こ
と
に
あ

る
の
だ
ろ
う
、
と
私
は
思
う
。
例
え
ば
、私
た
ち
が
毎
日
食
べ
る
お
米
、こ
れ
が
ど

ん
な
自
然
の
恵
み
と
人
間
の
労
働
の
積
み
重
ね
の
上
に
創
ら
れ
て
い
く
の
か
、
そ

う
い
う
こ
と
な
ど
を
一
人
一
人
の
生
徒
が
思
考
し
て
い
く
学
習
な
の
だ
と
思
う
。

考
え
て
み
れ
ば
、
本
当
の
学
び
と
い
う
の
は
、
生
活
（
活
き
活
き
生
き
る
）
す

る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
漠
然
と
思

っ
て
い
た
ら
こ
の
「
独
学
の
精
神
」
に
出
会
っ
た
。

「
私
た
ち
自
身
は
そ
れ
ぞ
れ
に
身
ひ
と
つ
で
生
き
る
し
か
な
い
。だ
か
ら
こ
そ
、

こ
の
身
を
支
配
す
る
近
代
の
欲
望
や
幻
想
を
、
目
も
眩
む
ば
か
り
の
生
の
単
純

さ
、
真
理
の
単
純
さ
の
前
に
、
一
人
で
置
き
な
お
し
て
み
よ
う
で
は
な
い
か
」
と

著
者
の
前
田
さ
ん
は
言
う
。
こ
の
「
身
一
つ
で
」
と
い
う
一
点
に
前
田
さ
ん
の
視

点
は
凝
縮
し
て
い
る
。
人
生
は
こ
の
わ
が
身
一
つ
で
生
き
て
い
く
し
か
な
い
。
だ

か
ら
本
当
の
学
問
と
か
学
び
は
、
わ
が
身
が
学
ぼ
う
と
す
る
こ
と
で
し
か
身
に
つ

か
な
い
。

前
田
さ
ん
は
、
大
胆
に
も
、
学
校
が
嫌
い
で
登
校
拒
否
に
な
る
子
と
い
う
の
は

ま
っ
と
う
で
は
な
い
か
と
い
う
。
「
授
業
で
押
し
付
け
ら
れ
る
知
識
の
殺
人
的
な

つ
ま
ら
な
さ
」
に
耐
え
て
い
い
生
徒
に
な
る
こ
と
が
、
や
が
て
つ
ま
ら
な
い
大
人

を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
私
も
思
う
。

「
学
問
は
、
具
体
的
な
生
活
の
中
に
立
て
ら
れ
る
ひ
と
つ
の
志
、
も
っ
と
よ
く

生
き
よ
う
と
す
る
生
活
者
の
志
で
あ
る
。
こ
う
し
た
志
は
自
分
が
立
て
、
自
分
で

育
て
て
み
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
」
。
し
か
し
、
今
は
あ
ま
り
に
も
「
志
」
に
乏
し

い
時
代
だ
。「
志
」
を
喪
失
し
た
社
会
に
お
い
て
「
志
」
な
き
知
識
を
詰
め
込
む

学
校
教
育
か
ら
人
間
が
育
つ
は
ず
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

前
田
さ
ん
は
、
大
工
な
ど
の
職
人
や
稲
作
な
ど
の
農
が
持
っ
て
い
た
独
立
的
な

生
き
方
と
そ
の
生
き
方
が
必
要
と
す
る
学
び
に
つ
い
て
最
後
に
語
っ
て
い
る
。
生

業
的
な
な
り
わ
い
を
私
た
ち
は
も
う
一
度
見
直
し
、
そ
こ
に
あ
る
「
生
き
方
に
必

要
」
な
学
び
を
取
り
戻
す
こ
と
が
子
供
に
も
大
人
に
も
必
要
な
気
が
す
る
。

（
花
信

風
子
）
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２３号の正解は

「ミドリノボキン」でした

★ヨコの鍵

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

人
と
道
パ
ズ
ル
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